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市長所信表明（※一部を掲載）

ま
す
。

○
交
流
会
館
「
ブ
ル
ー
ヴ
ィ
ラ
あ
な

ぶ
き
」
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
て
か
ら
、
４
か
月
が
経

過
し
ま
し
た
が
、
料
理
の
新
メ

ニ
ュ
ー
開
発
の
ほ
か
、
宿
泊
室

の
ネ
ッ
ト
予
約
や
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
誘
客
に
向
け
た
国
内
外
で
の

営
業
活
動
な
ど
、
施
設
利
用
客

の
新
規
開
拓
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

今
後
、
効
率
的
、
効
果
的
な
施
設

運
営
が
継
続
さ
れ
、
市
民
の
皆

さ
ま
や
観
光
客
に
親
し
ま
れ
る

施
設
と
な
る
よ
う
指
導
、
監
督

し
て
い
き
ま
す
。

○
「
一
般
社
団
法
人
美
馬
観
光

ビ
ュ
ー
ロ
ー
」
は
、
美
馬
市
・
Ｊ

Ｒ
四
国
・
美
馬
観
光
ビ
ュ
ー
ロ
ー

が
連
携
し
、
徳
島
県
初
の
「
Ｊ
Ｒ

四
国
・
四
国
家
（
し
こ
く
け
）
の

お
宝
ツ
ア
ー
」
を
造
成
し
ま
し
た
。

こ
の
ツ
ア
ー
は
、
Ｊ
Ｒ
穴
吹
駅

を
発
着
点
と
し
、
市
内
の
景
色

や
伝
承
・
文
化
、
建
築
物
な
ど
の

観
光
素
材
を
掘
り
起
こ
し
、

ロ
ー
カ
ル
地
域
へ
の
面
的
な
誘

客
を
図
る
実
証
実
験
ツ
ア
ー
で

す
。
こ
の
実
証
実
験
ツ
ア
ー
を

成
功
さ
せ
、
第
２
弾
、
第
３
弾
の

企
画
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組

み
を
進
め
、「
地
域
観
光
関
連
業

者
の
活
力
向
上
」
と
「
儲
か
る
観

光
」
に
結
び
つ
け
て
い
き
ま
す
。

○
道
の
駅
「
み
ま
の
里
」
の
運
営
状

況
は
、
８
月
31
日
ま
で
の
約
３

か
月
間
に
お
け
る
産
地
直
売
所
、

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
の
来
場
者
数

は
、
延
べ
６
万
７
千
５
０
０
人

に
の
ぼ
り
、
売
上
高
に
つ
い
て

は
、
総
額
６
千
４
０
０
万
円
、
１

日
当
り
約
70
万
円
と
な
っ
て
い

ま

す
。
ま

た
、「
ブ

ル

ー

ベ

リ
ー
」
や
「
ゆ
ず
」
な
ど
の
地
元

農
産
物
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

商
品
の
販
売
も
進
め
て
お
り
ま

す
。
今
後
、
多
く
の
皆
さ
ま
に

愛
さ
れ
、
利
用
さ
れ
る
施
設
と

な
る
よ
う
関
係
者
一
同
努
力
し

て
い
き
ま
す
。

○
「
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
ミ
ラ
イ

ズ
」
は
、
５
月
12
日
に
全
館
オ
ー

プ
ン
し
て
か
ら
、
市
民
ホ
ー
ル

や
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
の
「
各
種

の
ハ
コ
」
は
音
楽
イ
ベ
ン
ト
や
各

種
講
演
会
な
ど
、
沢
山
の
方
々

に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
美
馬
市
立
図
書
館
の
来

館
者
数
は
、
年
内
に
は
10
万
人

を
達
成
す
る
見
込
み
と
な
っ
て

い
る
な
ど
、
順
調
に
推
移
し
て

お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
「
ミ

ラ
イ
ズ
」
が
、
さ
ら
に
市
内
外
の

多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
、
愛
さ

れ
る
施
設
と
な
る
よ
う
に
、
ロ

ゴ
マ
ー
ク
を
募
集
し
ま
す
。

県
西
部
の
中
核
拠
点
と
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
と
す

る
た
く
さ
ん
の
方
々
の
交
流
の

拠
点
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
き

こ
と
で
す
。

今
後
、
地
域
の
皆
さ
ま
が
参
加

で
き
る
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
を

検
討
し
ま
す
。
工
場
の
操
業
開

始
は
、
本
市
は
も
と
よ
り
県
西

部
の
地
域
活
性
化
の
大
き
な

チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
こ
の
機
会

を
逃
す
こ
と
無
く
、
地
方
創
生

に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

○
「
大
塚
製
薬
株
式
会
社
徳
島
美
馬

工
場
」
の
状
況
は
、
平
成
32
年
９

月
に
予
定
さ
れ
る
操
業
開
始
に

向
け
、
今
後
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
医
薬
品
製
造
基

準
に
対
応
し
た
最
新
の
設
備
を

導
入
し
、
医
薬
品
製
造
の
品
質

管
理
や
製
造
工
程
全
般
の
管
理

デ
ー
タ
を
取
る
な
ど
、
製
造
承

認
手
続
き
を
進
め
て
い
く
と
の

『
地
方
創
生
「
県
西
部
の
中
核
拠
点
」
と
し
て

の
美
馬
市
創
生
の
実
現
』

助
け
合
う
「
共
助
」
と
い
う
活
動

が
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
い
ま

す
。
市
で
は
、
こ
う
し
た
防
災

訓
練
を
継
続
的
に
実
施
す
る
こ

と
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
方

の
防
災
意
識
の
高
揚
や
自
主
防

災
組
織
の
強
化
、
育
成
に
よ
る

地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

○
「
美
馬
市
民
地
域
防
災
訓
練
」
に

つ
い
て
は
、
10
月
７
日
に
旧
郡

里
小
学
校
区
を
対
象
と
し
て
開

催
を
す
る
予
定
で
す
。

「
大
阪
府
北
部
を
震
源
と
す
る
地

震
」
や
「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
」
な

ど
の
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し

た
場
合
は
、
自
ら
の
命
は
自
ら

で
守
る
「
自
助
」、
地
域
の
中
で

『
未
来
を
守
る「
安
全
・
安
心
で
環
境
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
」』

『
未
来
を
創
る「
快
適
で
便
利
・
活
力
が
み
な
ぎ
り
、

交
流
が
う
ま
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」』

『
未
来
へ
は
ば
た
く
「
市
民
の
個
性
と
能
力
が

発
揮
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」』

事
に
取
り
か
か
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
来
年
３
月
の
竣
工
に

向
け
て
、
概
ね
予
定
ど
お
り
の

進
捗
で
す
。

○
「
穴
吹
地
区
認
定
こ
ど
も
園
整
備

事
業
」
は
、
現
在
、
鉄
骨
工
事
や

屋
根
部
分
の
工
事
が
完
了
し
て
、

次
の
工
程
の
外
壁
及
び
内
部
工
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平成29年度 決 算 報 告

一般会計の歳入から歳出を差し引いた形式収支は6億7,298万円の黒字となり、この額から平成30年
度へ繰り越した1億51万円を差し引いた実質収支は、5億7,247万円の黒字となりました。

「自主財源」は、法人税の増などにより市税が896

万円増加したものの、他の費目が減少となったこと

から、28年度より2億706万円減少し、49億9,388

万円となりました。

「依存財源」は、美馬小学校建設事業といった大型

事業の終了などにより国庫支出金が6億1,269万円

減少したこと、また、合併算定替え加算額の減少に

より地方交付税のうち普通交付税が2億3,320万円

減少したことなどから、28年度より5億5,049万円

減少し、180億5,676万円となりました。

なお、歳入全体に占める自主財源の割合は21.7％

で、これに対して依存財源の割合は78.3％となって

おり、依存財源に頼らざるを得ない厳しい状況と

なっています。

「義務的経費」は、退職者数の増加に伴う退職手当

特別負担金の増などにより人件費が増加したことな

どから、28年度より1,491万円増加し、96億7,950

万円となりました。

「任意的経費」は、拝原最終処分場適正処理事業の

終了に伴う美馬環境整備組合負担金の減により補助

費等が大きく減少したことなどから、28年度より９

億8,767万円減少し、68億9,147万円となりました。

「投資的経費」は、美馬小学校建設事業の終了と

いった減少要因はあるものの、地域交流センターや

道の駅整備事業の本格化などから、28年度より２億

9,148万円増加し、58億669万円となりました。

一 般 会 計

歳出 歳入

平成29年度の一般会計・特別会計・企業会計の決算が、９月市議会定例会で認定されましたので、そ
の概要をお知らせします。
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歳
入

歳
出

市民税、固定資産税、たばこ税など市民が納めた税金市税………………
どの市町村でも一定の行政サービスが行えるよう、人口や税収などに応じて国から交付される資金地方交付税………
建設事業などに充てるために借りる資金市債………………
国（県）が必要と認めた事業に対して、国（県）から配分される資金国庫（県）支出金…
自動車重量譲与税など、国税として徴収された後、市に譲与される資金地方譲与税………

人件費・公債費・扶助費といった、支出が義務づけられている経費義務的経費………
市債の返済に充てる元金と利子公債費……………
生活保護費や、障がい者・高齢者・子どもなどへの支援に必要な経費扶助費……………
道路整備や施設建設など、社会資本整備に必要な経費投資的経費………
義務的経費・投資的経費のほか、維持補修費や補助費などを除いた、消費的な性質を持った経費物件費……………
他の地方公共団体や民間に対して交付される現金的給付に係る経費補助費等…………
特別会計の事務事業を補助するため、一般会計から特別会計に支出する経費繰出金……………

農林水産業の振興や基盤整備のための経費

■道の駅「みまの里」の整備
■林道の新設・改良

農林水産業費 11億6,507万円

2億6,451万円
1億8,986万円

病気の予防や医療の充実、ごみ処理、環境保全・
保護などのための経費
■妊婦・乳児健診、予防接種、がん検診の実施

■ごみ・し尿の処理

衛生費 11億5,759万円

1億1,350万円
7億1,596万円

借入金（市の借金）の返済や、利息を支払うため
の経費
■元金の返済
■利息の支払い

公債費 32億8,064万円

30億5,931万円
2億2,133万円

学校教育や生涯教育の充実、文化・スポーツ振興
などのための経費
■美馬市産米給食の推進
■小学校の空調設備の整備
■英語教育の推進

教育費 13億3,971万円

644万円
9,022万円
2,798万円

生命、身体、財産を守る、消防、救急、防災のた
めの経費
■美馬西部消防組合の新消防庁舎の建設に対する
負担金
■消防団活動の推進

消防費 9億5,768万円

2億1,784万円
6,514万円

道路、橋りょう、河川、下水道など、まちづくり
のための経費
■地域交流センター「ミライズ」の整備

■市道の新設・改良
■市営住宅の維持・管理

土木費 48億4,863万円

25億9,679万円
8億1,766万円
6,262万円

主な使い道

用語解説

障がい者や高齢者に対する福祉、子育て支援など
のための経費
■穴吹地区認定こども園の建設
■生活保護費
■国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険特別
会計への繰出金

民生費 64億5,495万円

1億4,644万円
9億3,938万円

16億1,872万円

地域振興、各種計画の推進、システム管理、徴税、
財務などのための経費
■自治会の振興
■生活交通の確保・維持
■地域情報ネットワークシステムの運営・更新

総務費 22億1,674万円

2,624万円
4,590万円

2億47万円
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地方債（借金）と基金（貯金） ※一般会計分

企業会計とは、地方公営企業法の適用を受け、その事業収入により経営される会計のことです。
29年4月から上水道事業に簡易水道事業の一部を統合したことにより、水道事業会計の収益的支出が2億
529万円（44.1％）、資本的支出が1億4,088万円（63.0％）増加しました。

支出額収入額会計名

6億7,113万円7億2,743万円収益的収支
水 道 事 業

3億6,452万円1億5,404万円資本的収支

5,792万円1,782万円収益的収支
工業用水道事業

1,890万円1,900万円資本的収支

特別会計とは、特定の事業を行うために、一般会計とは別に独立して経理が行われる会計のことです。
このうち、簡易水道事業特別会計は、28年度と比較して、歳入が2億8,136万円（80.6％）、歳出が2億8,189
万円（81.0％）減少しました。これは、29年4月から、木屋平地区を除く、脇町・美馬・穴吹地区の簡易水
道事業を上水道事業に統合したことにより、事業規模が縮小したためです。

差引額
（①－②）

②歳出額①歳入額特別会計名

466万円327万円793万円住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業

6,375万円41億2,949万円41億9,324万円事業勘定
国民健康保険

802万円1億1,166万円1億1,968万円直診勘定

892万円4億4,071万円4億4,963万円後 期 高 齢 者 医 療

9,904万円35億7,889万円36億7,793万円保険事業勘定
介 護 保 険

207万円5,806万円6,013万円サービス事業勘定

103万円1億7,536万円1億7,639万円公 共 下 水 道 事 業

142万円1億6,811万円1億6,953万円農 業 集 落 排 水 事 業

26万円368万円394万円一 の 森 ヒ ュ ッ テ 事 業

168万円6,617万円6,785万円簡 易 水 道 事 業

41万円819万円860万円小 水 力 発 電 事 業

特別会計

増減率平成28年度末平成29年度末

＋ 4.5%288億3,976万円301億4,324万円

＜地方債残高＞ 地方債残高は、28年度末より13億348万円増加し、301億4,324万円となりました。
なかでも、合併特例事業債の残高は、地域交流センターや道の駅整備事業の本格化など
により、20億7,289万円増と大幅に増加しました。

企業会計

増減率平成28年度末平成29年度末

▲ 4.8%90億9,433万円86億5,477万円

＜基金残高＞ 基金残高は、28年度末より4億3,956万円減少し、86億5,477万円となりました。
これは、穴吹庁舎増築・改修事業債の償還のため、減債基金を1億8,700万円取り崩し
たことなどが主な要因です。

※歳入歳出をそれぞれ四捨五入したため、差引額と実際の収支は一致しない場合があります。
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平成29年度美馬市各会計の決算に基づき「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に規定する「健全
化判断比率」および「資金不足比率」を算定したところ、すべての指標において基準内となりました。

健全化判断比率・資金不足比率

経営健全
化基準

美馬市

20.00

―水道事業会計

―工業用水道事業会計

―公共下水道事業特別会計

―農業集落排水事業特別会計

―一の森ヒュッテ事業特別会計

―簡易水道事業特別会計

―小水力発電事業特別会計

事業規模（事業収入）に対する公営企業会計の資
金不足額の割合です。この指標が経営健全化基準を
上回ると、「経営健全化計画」の策定が義務付けられ
ます。
美馬市では、資金不足を生じた公営企業がないた
め、該当ありませんでした。

財政の健全度を表すものです。次の①～④の指標
からなり、そのいずれかが早期健全化基準や財政再
生基準を上回ると、「財政健全化計画」または「財政
再生計画」を定めなければならず、また、一部の市
債発行が制限されるようになります。
美馬市は、いずれの指標も基準を下回っており、
健全であるといえます。

資金不足比率健全化判断比率

財政再生
基準

早期健全
化基準

美馬市

20.0013.07
－

(▲4.87)
①実質赤字比率

30.0018.07
－

(▲12.50)
②連結実質赤字
比率

35.025.010.3③実質公債費比率

350.052.5④将来負担比率

※実質赤字額、連結実質赤字額がないため「－」で表示し、
参考として黒字の比率を（ ）内にマイナス表記しています。

（％） （％）

①実質赤字比率………標準財政規模（市税や普通交付税など、標準的に収入しうる経常一般財源）に対する一般会

計等（美馬市の場合、一般会計と住宅新築資金等貸付事業特別会計）の赤字の割合。

（家計に例えて言えば、１世帯の年収に占める年間の赤字の割合。）

②連結実質赤字比率…標準財政規模に対する全会計（一般会計、特別会計、公営企業会計）の赤字の割合。

（家計に例えて言えば、同居する世帯を合算した年収に占める年間の赤字の割合。）

③実質公債費比率……一般会計等が負担する元利・準元利償還金の標準財政規模に対する割合の３か年平均値。

（家計に例えて言えば、年収に占める年間の借金返済額の割合。）

④将来負担比率………一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する割合。

（家計に例えて言えば、負債残高が年収の何年分に相当するかを示した割合。）

用語解説

実質公債費比率は、
穴吹庁舎増築・改修事業
債の元利償還金が減少
したものの、合併算定
替え加算額の減少に伴
う普通交付税の減少な
どにより悪化しました。
一方、将来負担比率
は、地方債の償還に充
当可能な基金残高の増
加などにより改善して
います。

実質公債費比率・将来負担比率の推移
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『 本 年 度 の 検 診 日 程 』

■メンズ・レディース健診のお知らせ

●対象者
美馬市に住民票をおく19歳～39歳で、職場等で健診を受ける機会のない人
※年齢は、平成31年3月31日時点とします。

●内容
煙メンズ・レディース健診
血圧・検尿・計測・診察・血液検査（脂質、貧血、肝機能、腎機能、血糖）

煙ピロリ菌抗体検査（血液検査）
煙子宮頸がん検診（1月20日のみ）

●持参物
煙総合受診票、受診票、アンケート（過去４年間受診されていない方のみ）

●検診料
煙メンズ・レディース検診料とピロリ菌抗体検査 無料
煙子宮頸がん検診（細胞診）女性のみ 800円
クーポン券の対象者（平成9年4月1日～平成10年3月31日生）無料

【問】保険健康課（保健事業担当）緯５２－５６１１

場 所受付時間検診日程

美馬市保健センター

（市役所南館西隣）

09：00～10：30平成30年11月12日（月）

13：00～14：00平成31年01月20日（日）

今年度より医療機関が広域化され、県内の指定委託医療機関で予防接種を受けることができます。
姶 逢娃娃娃娃

●対象者 接種時に美馬市に住民票を有する①又は②に該当する方で、接種を希望される方
①接種日に満６５歳以上の方
②６０歳以上６５歳未満で、心臓やじん臓または呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活活動
が極度に制限される程度の障がいを有する方、およびヒト免疫不全ウイルスにより免疫の
機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障がいを有する方。

●接種期間 平成３０年１１月１日（木）～平成３１年１月１５日（火）
軸 雫宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍

●接種方法 医療機関に予約し、予診票を受け取り、記入のうえ接種日に提出してください。
●自己負担金 １回のみ １，６００円（ただし、接種日において生活保護世帯の方は無料）
●接種当日に持参する物
①本人確認ができるもの（健康保険証、後期高齢者医療被保険者証、医療受給者証、免許証等）
②予診票

●実施医療機関 （美馬市）
煙市内医療機関及びつるぎ町内医療機関以外で接種を希望される方は、接種希望日の１週間前までに保険健康課
へご連絡ください。必要な書類を発行します。連絡をせずに接種された場合は費用の助成は受けられません。

■平成30年度 高齢者インフルエンザ予防接種のお知らせ

【問】保険健康課（保健事業担当）緯５２－５６１１

成 田 病 院脇 町

林 ク リ ニ ッ ク多 田 ク リ ニ ッ ク西 条 産 婦 人 科市 橋 内 科 医 院

ホ ウ エ ツ 病 院と し ま 小 児 科桜 木 病 院大 島 医 院

吉 川 医 院成 田 ク リ ニ ッ ク佐 藤 外 科 医 院おおた整形外科ｸﾘﾆｯｸ

脇 町 中 央 病 院成 田 診 療 所佐 藤 内 科岡 内 科 病 院

穴 吹 町

古 宮 診 療 所平 野 整 形 外 科口 山 診 療 所国 見 医 院

木 下 医 院折 野 病 院美 馬 町

美馬ﾘﾊﾋ゙ﾘﾃーｼｮﾝ病院サ ン ク リ ニ ッ ク佐 々 木 医 院木下内科循環器科

木 屋 平 診 療 所木 屋 平
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※各場所の検診時間は10分間です。
※平成30年７月～10月にかけての集団検診で肺がん検診を受けられた方、
または受診予定の方は、今回の肺がん検診（胸部レントゲン車）巡回検
診の対象ではありませんのでご注意ください。

徳島県では、風しん患者が報告され、関東地方でも患者が大幅に増加していることから、今

後も全国に感染が拡大する可能性があります。

妊婦（特に妊娠初期）が風しんにかかると、生まれてくる赤ちゃんが、耳が聞こえにくい、

目が見えにくい、生まれつき心臓に病気があるなどの「先天性風しん症候群」という病気にか

かってしまうことがあります。そこで、妊婦の周りにいる人が風しんにかからないよう、次に

該当する方は、任意で風しんの予防接種を受けることをご検討ください。

○特に30代から50代の男性

○妊婦の夫、子ども及びその他の同居家族

○10代後半から40代の女性（特に妊娠希望者又は妊娠する可能性の高い者）

※明らかに風しんにかかったことがある、風しんの予防接種を受けたことがある又は風しんに対する抗

体が陽性であると確認できている者を除く。（母子健康手帳などで確認。）

※妊娠をしている女性及び妊娠している可能性がある女性は、風しんを含むワクチンの接種を受けるこ

とができません。また、風しんを含むワクチン接種後は少なくとも２ヵ月間の避妊が必要です。

※この予防接種は任意接種（法律に定められていない予防接種）です。接種を希望される方は、かかり

つけ医と相談し効果と副作用について十分理解したうえで、ご自身の判断で接種を受けてください。

なお、健康被害が生じた場合の健康被害救済制度については、医薬品副作用被害救済制度の対象とな

ります。

市では、「大人の風しん予防接種費用の助成」をしています。詳しくは、広報５月号またはホームペー

ジをご覧ください。

【問・申】保険健康課（保健事業担当）緯５２－５６１１

■風しんの予防接種を受けることをご検討ください

●対象者 ４０歳以上の人（平成３１年３月３１日現在）
●検診料 肺がん（結核検診含む）検診（胸部レントゲン） ３００円
●検診料 肺がん（結核検診含む）検診（胸部レントゲン）＋喀痰細胞診 ９００円

（６５歳以上の人も検診料の３００円が必要です。）

肺がんの罹患率は高い状況であり、結核も過去の病気ではありません。定期的に検診を受けて早期発見すること
が大切です。

■平成30年度 肺がん検診（胸部レントゲン車）巡回検診について

【問】保険健康課（保健事業担当）緯５２－５６１１

11月1日（木） 脇町

場 所開始時間

拝中集会所（拝中）9:00

藤田食料品店横（天王下）9:20

八木啓策氏宅前（庄）9:40

西野商店前（北庄）10:00

江原南小学校（拝北南）10:20

三宅歯科医院西側（春日）10:40

小笠仁氏宅前（棚田）11:00

清水小学校前旧道（清水下）11:40

夏子集会所横（夏子）13:00

丸山公郎氏宅（宮井）13:20

旧江原東小学校（金川）14:00

長江ストア横（上曽江）14:40

松尾酒店倉庫前（下曽江北）15:00

11月5日（月） 脇町

場 所開始時間

天理教会前（柴床）9:00

北庄団地集会所前（北庄）9:20

奥村氏宅前（段）9:40

市橋内科西側駐車場（島口）10:00

馬木集会所（馬木）10:30

西村商店倉庫前（岩倉）10:50

井口集会所（井口）11:10

三社神社前（小星）11:30

川原町集会所（川原町）13:00

旧美馬地区広域住民センター跡地（木ノ内）13:25

中央電器前駐車場（猪尻仲ノ町）13:50

ＪＡ美馬本所前（拝西）14:20

11月6日（火） 脇町・美馬町

場 所開始時間

玉振神社（宗重）9:00

佐藤幸雄氏宅西（坊僧）9:20

蕨草集会所下道路（蕨草）9:40

西岡重政氏宅（丈寄）10:10

森中三郎氏宅前（平帽子西）10:30

上久保集会所（上久保）10:55

西岡盛旺氏宅前（藤宇）11:15

野田ノ井集会所（野田ノ井）11:35

島田商店前（西村）13:00

中上集会所（中上）13:20

中西集会所（中西）13:40

旧久米川商店前（谷口）14:00

露口集会所（露口）14:20

美馬市美馬庁舎前（天神）14:40

妙見神社（妙見）15:00

木具仁志氏宅東（駅西）15:30

北川事務所前（西ノ丁）16:00
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平成31年度（平成31年4月1日～平成32年3月31日までの間）に、美馬市立認定こども園等への入園を希望

される方について、次の要領で受け付けします。（申込書の配布については、10月22日（月）からとなりま
す。）

■平成31年度 美馬市立認定こども園等入園申込受付について

【問】子どもすこやか課緯５２－５６０６

※入園にあたっては、利用調整の結果、第２、

第３希望の認定こども園等へ入園となる場

合があります。

※継続入園を希望する児童は、各認定こども園

等を通じてご案内します。

●認定こども園等入園児童の募集一覧

受入年齢定員名称

11ヵ月～５歳182江原認定こども園

11ヵ月～５歳230美馬認定こども園

11ヵ月～５歳176
穴吹認定こども園
※Ｈ31年度より開園

10ヵ月～４歳150
認定こども園
脇町保育所

11ヵ月～４歳60
認定こども園
岩倉保育所

10ヵ月～２歳19
脇町小規模保育所
ワールドキッズmima

●申込受付の日時と場所

受付対象場 所日 時

・美馬市立認定こども園

・脇町小規模保育所

※美馬市在住で、美馬市外の認定こど

も園及び保育所への入所（広域入所）

を希望される場合は、子どもすこや

か課での受付となります。

子どもすこやか課
10月29日（月）～11月16日（金）
午前８時30分～午後５時

穴吹

美馬町市民サービス
センター102会議室

11月７日（水）
午前９時～午後４時30分

美馬

木屋平総合支所
総務福祉課

11月８日（木）
午前９時～午後４時30分

木屋平

地域交流センターミライズ
１階 会議のハコ

11月９日（金）
午前９時～午後４時30分

脇町

●申込みに必要なもの

１ 平成31年度 認定こども園等入園申込についての書類一式

※認定こども園等入園申込についての書類一式は、子どもすこやか課及び各庁舎・市民サービスセン

ター窓口、各認定こども園等に備えています。

２ 印鑑 ３ 入園児童の保険証 ４ 母子手帳 ５ 個人番号カードまたは通知カード

６ 児童の父母、または扶養義務者の平成30年度所得課税証明書

※４・５・６については、新規入園希望の方のみ。

●穴吹認定こども園 入園等説明会

平成31年度に開園する穴吹認定こども園の入園等説明会をご覧の日程で開催します。ご希

望の方はぜひお越しください。

煙三島幼稚園 10月25日（木） 午前９時～ 煙穴吹保育所 10月16日（火） 午後３時～
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美馬市では、平成31年度の市立幼稚園の入園児を次のとおり募集します。

申込書の配布については、10月22日（月）からとなります。

■平成31年度 美馬市立幼稚園入園申込受付について

【問】各幼稚園または教育総務課緯５２－８０１０

●該当児年齢

３歳児は、平成27年４月２日から平成28年４月１日生まれの者

４歳児は、平成26年４月２日から平成27年４月１日生まれの者

５歳児は、平成25年４月２日から平成26年４月１日生まれの者

●申し込みについて

今年から、幼稚園の入園申込の方法が変わります。

教育委員会から、入園願書等の申込書は送付されません。

幼稚園への入園を希望される該当児の保護者は、次の方法で、①各自申込書を受け取り、②提出をしてください。

日 時場 所

①申込書受取 10月22日（月）～11月16日（金）
午前８時30分～午後５時

入園希望の各幼稚園

教育総務課（美馬市役所内）

日 時場 所

②申込書提出 10月29日（月）～11月16日（金）
午前８時30分～午後５時

入園希望の各幼稚園

教育総務課（美馬市役所内）

市内の介護職及び看護職の人材確保と定住人口の増加を目的に、市に登録する介護施設・医療施設に就労しよう

とする市外在住者または新卒者等に対して、家賃及び養育支援金等の助成を行います。

■「美馬市介護看護人材就労・定住促進事業助成金」のご案内

（①～④の全てに該当）
①市外在住者または市内在住の新卒者等※１で、美馬市に移住・定住される方
②市が登録する事業所※２での就労を予定する方
③市に住民登録し、助成期間終了後も引き続き就労・定住する意思がある方
④認定申請時において年齢が62歳未満の方対象

（⑤・⑥のいずれかに該当）
⑤介護支援専門員、介護福祉士、看護師、准看護師のいずれかの資格を有する方
⑥介護職員初任者研修または実務者研修を受講済みの方、または受講する意思のある方

①家賃助成金 月額２万円／１年間（上限）対象：民間賃貸住宅の家賃
②養育支援金 月額２万円／１年間（子どもの人数にかかわらず定額）
対象：高校卒業までの子どもを扶養している方
③就労奨励金
煙引越にかかった費用 １０万円（上限）
煙就労準備にかかった費用 １０万円（上限）
煙通勤用自動車購入にかかった費用 １０万円（上限） 等

内容

※1 高校・専修学校・大学等を平成31年３月末までに卒業予定または卒業後10年以内の方
※2 市が登録する事業所については、市ホームページをご覧いただくか担当課までご連絡ください。

【問】移住･定住促進課緯５２－８１２９

●市立幼稚園と入園該当児

該当児定員電話番号所在地幼稚園名

３・４・５歳児
70名５３-９９４７脇町字西赤谷3744番地2江原北幼稚園

35名６８-３７３３木屋平字谷口235番地1木屋平幼稚園

４・５歳児
105名５２-００８６脇町大字猪尻字西ノ久保116番地脇町幼稚園

105名５３-５２７５脇町岩倉2901番地岩倉幼稚園

※江原南・美馬・穴吹・三島校区は、認定こども園になります。子どもすこやか課緯52-5606へ申請してください。
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指定管理者制度とは、多様化するニーズに、より効果的・効率的に対応するため、「公の施設」に民間の能

力を活用し、サービスの向上・経費の削減等を図ることを目的に創設された制度です。

「公の施設」の管理運営は、民間事業者やＮＰＯ法人、ボランティア団体等の幅広い団体に管理運営を委

ねることができるようになっており、「公の施設」の管理運営に民間の能力を積極的に導入することが可

能となっています。

●指定管理者の募集を行う施設

■公の施設の指定管理者を募集します

応募団体の中から、選定基準に照らし最も適当な団体を候補者として選定し、議会の議決を経て正式に

管理者として指定します。施設ごとの募集内容については、美馬市ホームページをご覧いただくか、各施

設担当課へお問い合わせください。

●申請受付期限 １０月３１日(水)まで （郵送の場合は当日消印有効）

【問】施設の募集内容について 経済建設課緯６８－２１１３
指定管理者制度について 総務課 緯５２－１２１２

担当課指定期間所在地施設名

経済建設課
緯６８－２１１３

平成31年4月01日～
平成34年3月31日

木屋平字川井25番地４木屋平特産物販売センター

前
回
も
大
好
評
に
つ
き
、
瞬
く
間
に
定

員
オ
ー
バ
ー
に
な
っ
た
美
馬
市
の
空
き
家

を
活
用
し
た
Ｄ
Ｉ
Ｙ
イ
ベ
ン
ト
第
２
弾
を

開
催
し
ま
す
。

Ｄ
Ｉ
Ｙ
や
セ
ル
フ
リ
フ
ォ
ー
ム
に
興
味

が
あ
り
勉
強
し
た
い
方
、
自
宅
の
改
修
を

考
え
て
い
る
方
、
移
住
を
考
え
て
い
る
方
、

お
友
達
や
ご
家
族
み
ん
な
で
学
び
た
い
方

な
ど
ど
ん
な
方
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま

す
!!

※
Ｄ
Ｉ
Ｙ
（
デ
ィ
ー
・
ア
イ
・
ワ
イ
）
と
は
、

専
門
業
者
で
は
な
い
人
が
自
身
で
何
か

を
作
っ
た
り
、
修
繕
し
た
り
す
る
こ

と
。

英
語
のD

o
I
t
Y
o
u
r
s
e
l
f

（
ド
ゥ

イ
ッ
ト

ユ
ア
セ
ル
フ
）
の
略
語
で
、「
自

身
で
や
ろ
う
」
の
意
味
。

●
日
程

11
月
11

10
日
（
土
）、

11

10

11
日
（
日
）

平
成
30
年
度
は
、
和
室
か
ら
洋
室
へ
、
お

風
呂
入
れ
替
え
、
キ
ッ
チ
ン
新
設
等
を
シ

リ
ー
ズ
で
行
っ
て
い
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
応
募
頂
い
た
方

へ
個
別
に
ご
案
内
致
し
ま
す
。

●
時
間

午
前
10
時
～
午
後
４
時

（
受
付
開
始

午
前
９
時
30
分
～
）

●
定
員

10
人
程
度

●
参
加
費

各
日
千
円
（
昼
食
・
飲
み
物
・

保
険
料
・
作
業
で
使
用
す
る
消
耗
品
代

込
）

●
申
込
方
法

申
込
受
付
開
始

10
月
10

18
日
（
木
）
～

①
氏
名
、
②
住
所
、
③
電
話
番
号
、
④
年

齢
、
⑤
参
加
希
望
日
を
記
載
の
上
、
メ
ー
ル

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

思
０
５
０

－

３
４
３
３

－

８
４
３
６

死akiyaconcierge@zeus.eonet.ne.jp

※
グ
ル
ー
プ
で
お
申
し
込
み
の
際
は
参
加

さ
れ
る
方
全
員
の
氏
名
、
住
所
、
年
齢
を

記
載

問

美
馬
市
移
住
交
流
セ
ン
タ
ー（
特
定
非
営

利
活
動
法
人

空
き
家
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
）

緯
５
３

－

０
３
７
０

■
D
I
Y
体
験
イ
ベ
ン
ト
第
２
弾

開
催
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家族と一緒に、愛車で美馬市を巡るクイズラリーに参加しませんか？
チェックポイントでのクイズの正解数、チェックポイント間の距離測定の正確さ等を採点し、全員に
参加賞、上位入賞者には賞品を贈呈します。 ※交通規則、法定速度は必ず守ってください。
●日程 10月28日（日）～11月４日（日）（小雨決行）

期間中、いつでもスタートできます。
〔参加の場合は美馬観光ビューローへお電話ください。〕

●スタート、ゴール地点
美馬市脇町潜水橋脇町側進入道 吉野川河川敷
●表彰式 11月４日（日）午後３時～
▼場所 大集合 はたらく車イベント会場内

【問】（一社）美馬観光ビューロー緯５３－８５９９

建
物
解
体
等
に
よ
り
水
道
の
使
用
を
完

全
に
や
め
ら
れ
る
と
き
は
、
休
栓
の
手
続

き
を
行
う
と
と
も
に
、
水
道
廃
栓
申
込
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
廃
栓

道
路
に
あ
る
配
水
管
か
ら
各
家

庭
へ
分
岐
し
て
い
る
管
の
根
本
（
分
岐

点
）
で
切
り
離
す
こ
と

●
申
込
書
提
出
後
に
つ
い
て

使
用
者
か
ら
美
馬
市
指
定
給
水
装
置
工

事
事
業
者
へ
廃
栓
工
事
を
依
頼
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

※
工
事
費
は
使
用
者
が
負
担

●
注
意
事
項

水
道
管
や
止
水
栓
が
老
朽
化
に
よ
り
破

損
す
る
と
、
漏
水
が
発
生
し
、
多
量
の
水
が

流
れ
出
ま
す
。
水
道
を
使
用
す
る
予
定
が

無
い
場
合
、
廃
栓
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

問

業
務
課
緯
６
３

－

２
２
３
６

■
水
道
の
手
続
き
方
法
（
廃
栓
）
に
つ
い
て

老朽化した止水栓

日頃近くで触れることのない、様々な「はたらく車」（緊急車両、パトカー、消防車、建設重機、工事
車両）やスポーツカーが、脇町潜水橋脇町側進入道河川敷に集まります。実際に仕事をしているところも
見学できるデモンストレーションも開催します。ぜひ、格好良い車を見にいらしてください。なお、当
日は、整備士による愛車の無料「マイカー点検教室」も予定しております。
※雨天の場合、中止となります。
●日程 11月４日（日）

午前９時30分～午後４時
●場所 美馬市脇町潜水橋脇町側進入道 吉野川河川敷

【問】（有）鉄野モータース緯５２－１７３７

■大集合はたらく車

世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
徳
島
県

に
し
阿
波
地
域
（
美
馬
市
･
三
好
市
･
つ
る

ぎ
町
･
東
み
よ
し
町
）
の
「
に
し
阿
波
の
傾

■
世
界
農
業
遺
産「
に
し
阿
波
の
傾
斜
地
農
耕
シ
ス
テ
ム
」

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
募
集
し
ま
す
！

斜
地
農
耕
シ
ス
テ
ム
」。
こ
れ
を
保
全
･
活

性
化
し
て
い
く
た
め
に
、
徳
島
剣
山
世
界

農
業
遺
産
推
進
協
議
会
で
は
、
こ
の
農
耕

シ
ス
テ
ム
を
象
徴
し
連
想
で
き
る
ロ
ゴ

マ
ー
ク
の
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま
す
！

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
協
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
限

10
月
10

31
日
（
水
）

問

徳
島
剣
山
世
界
農
業
遺
産
推
進
協
議
会

ロ
ゴ
マ
ー
ク
応
募
係

（
受
注
者

ナ
カ
ガ
ワ
･
ア
ド
株
式
会
社
）

緯
５
２

－

２
０
８
３

貞光猿飼集落のそば畑

■ぐるっと美馬市ファミリークイズラリー



広報みま2018（平成30）年10月号 14

文化の祭典「第14回美馬市文化祭」が開催されます。
いろいろな催しが計画されています。皆さんのご来場をお待ちしています。

■第14回美馬市文化祭 ～伝統を継承し、現代、そして未来へ 文化のおりなすまち～

【問】地域学習推進課緯５２－８０１１

開会行事・芸能発表会
1１月３日（土・祝日）
美馬市地域交流センター「ミライズ」

市民ホール

9:３0～ 開会式

10:00～ 脇町小学校「マーチングバンド」

10:30～ 芸能発表会（18:30終了予定）

脇町中学校・脇町高校茶道部茶会
1１月３日（土・祝日）
美馬市地域交流センター「ミライズ」

２Ｆ和室

10:00～15:00

抹茶セット（抹茶・和菓子）券 200円

芸術作品等展示
美馬市地域交流センター「ミライズ」

１Ｆ、２Ｆ、図書館内

11月３日（土･祝日）から11日までの９日間

11月３日から10日まで9:00～19:00

11月11日（日）は9:00～15:00まで

書道・絵画・手工芸品・盆栽・生け花・小中学生の

作品など、多数展示しています。ぜひご覧ください。

三味線もちつき
1１月３日（土・祝日）
美馬市地域交流センター「ミライズ」

北西側入り口付近

（大谷川沿い）

9:00～

おもちは、開会式終了後、会場内にて配布いた

します。

地産地消・美馬の農林産物フェア

煙産直市・そらのそば出店

煙無料木育広場（10:30～）

煙お楽しみ抽選会（11:00～）

煙そば米雑炊無料試食会（先着200食）

煙緑化推進 苗木無料配布（先着300名様）

文化講演会・教育振興大会（美馬市ＰＴＡ連合会研修会）
1１月２３日（金・祝日）
美馬市地域交流センター「ミライズ」市民ホール
12:30～ 美馬市連合婦人会の鼓笛隊
12:50～ 文化講演会
14:45～ 教育振興大会
文化講演会
演題「夢の実現、努力は裏切らない」
講演者 宇津木妙子（元女子ソフトボール日本代表監督。シドニー五輪では、銀メダル。アテネ五輪では、

銅メダル。2005年には国際ソフトボール連盟殿堂入り。2014年世界野球ソフト
ボール連盟理事に就任。）

主催：美馬市文化祭実行委員会/美馬市青少年健全育成市民会議/美馬市ＰＴＡ連合会
美馬市教育委員会

【問】農林課緯５２－５６０９

入場
無料

1１月３日（土・祝日）10:00～14:00
美馬市地域交流センター「ミライズ」西側スペース
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レポート

―

食育レポート



広報みま2018（平成30）年10月号 16

地域レポート

―

レポート

８/１
～３

少年消防クラブ交流会
（全国大会）

少年消防クラブ交流会（全国大会）が千葉県浦安市で開催
され、昨年に引き続き美馬市から穴吹少年少女消防クラブが
参加しました。
北は北海道、南は沖縄県から全56のクラブが参加し、クラ
ブ対抗リレーや避難所体験等を行い、全国各地のクラブ員と
の交流が図れ、クラブ員にとって貴重な体験となりました。
【参加クラブ員】穴吹小学校
６年 知野 稜平 ５年 谷 依津希
６年 黒田 息吹 ５年 幸田 茉夏
６年 齊藤 琉羽 ５年 竹内 ひなた

８/５ 大阪国際親善柔道大会

平成30年度大阪国際親善柔道大会が堺市で開催されま

した。

＜大会結果＞

個人戦 ６年生45㎏以上の部 第３位 保川 璃音

８/９ 文部科学大臣杯争奪第27回
日整全国少年柔道大会出場

文部科学大臣杯争奪第27回日整全国少年柔道大会県予

選（６年生の部）で準優勝を果たした保川璃音君は、10月

に開催される全国大会の団体戦に徳島県選手団副将とし

て出場します。その出場報告もかねて市長を表敬訪問し

ました。

藤田市長からは、「日頃の練習の成果を十分に発揮し、

悔いの残らないよう頑張ってきてください」と激励されま

した。

８/１５ 第32回地域交流
納涼大会開催

三島会館で地域の皆さん約230名が参加して、地域交流

納涼大会が開催されました。

あいにくの雨模様で悪天候の中、地元連らの阿波踊り、

ビンゴゲームなどが行われました。
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レポート

―

地域レポート

徳島県敬老県民のつどいにて、その豊かな知識・経験を生かし地域社会の進展に寄与してきたことを賞

され、次の方々が表彰等を受けられました。（敬称略）

９/５ 第49回徳島県敬老県民のつどい関係者表彰

９/１５
～

徳島ヴォルティス「美馬市民デー」を開催
～Ｊ２での無敗記録更新～

美馬市がホームタウンとなっているサッカーＪ２徳島

ヴォルティスのホームゲームで、「美馬市民デー」が開催さ

れました。会場の「ヴォルティス広場」では、本市特産品

販売のほか、「三味線杵屋敦の会」による“三味線流し”

を上演しました。

試合は、FC岐阜に２対１で勝利し、J2リーグでの「美

馬市民デー」無敗記録を１１に延ばしました。チームは現在、

J１昇格に向けて奮闘中で、これからも応援をお願いします。

松永一平さん（三島中央）が10月１日に100歳の誕生日を迎えられ、県や市か

ら祝い状などが贈られました。

松永さんは大正７年生まれ。これからもお元気でお過ごしください。

100歳おめでとうございます

●高齢者福祉功労者に対する県知事表彰

藤田 兼市（重清中央老人クラブ）美馬

元山 勝市（西渕福寿クラブ）穴吹

●友愛訪問員に対する県知事感謝状

原 芳子 （拝北老人クラブ）脇町

野田 八重子（木屋平高齢者クラブ）木屋平

加美 久恵 （穴吹南老人クラブ）穴吹

●高齢者介護功労者に対する県知事表彰

井口 京子（脇町）

清水 実子（美馬）

●老人クラブ活動推進功労者に対する県老連会長

表彰

<個人>

梶浦 富義 （神明老人クラブ）穴吹

武田 一比古（脇町松寿会）脇町

多田 政也 （別所上老人クラブ）脇町

戸島 等 （重清東№2老人クラブ）美馬

山田 ミヨ子（三ツ木高齢者クラブ）木屋平

<団体>

穴吹地区老人クラブ（代表 三宅 武夫）穴吹

中ノ谷老人クラブ （代表 中川 芳一）脇町

●米寿敬老記念品を贈呈される市町村別代表者

藤井 タミ子（中宗重老人クラブ）美馬
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レポート
国際交流員レポート
地域おこし協力隊レポート

今
年
４
月
よ
り
美
馬
市
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
と
し
て
、
美
馬
和
傘
に
着
任

し
て
い
る
小
林
と
申
し
ま
す
。
和
傘
作

り
を
始
め
て
10
年
目
で
、
以
前
は
岡
山

県
倉
敷
市
を
拠
点
と
し
て
和
傘
製
作
や

企
画
イ
ベ
ン
ト
、
講
義
な
ど
を
各
地
で

行
っ
て
い
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
就
任
し
て
か

ら
は
、
後
継
者
育
成
、
和
傘
の
知
識
・

技
術
伝
承
の
為
、
今
年
５
月
に
和
傘
作

り
技
術
の
再
確
認
と
し
て
美
馬
和
傘
製

作
集
団
内
で
番
傘
の
製
作
講
座
を
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
来
期
か
ら
は
市
民
の

方
な
ど
に
向
け
て
和
傘
製
作
講
座
を
定

期
的
に
行
え
る
様
に
考
え
て
い
ま
す
。

美
馬
市
は
「
和
傘
の
里
」
と
呼
ば
れ

て
お
り
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
、

和
傘
作
り
の
技
術
継
承
は
も
と
よ
り
、

美
馬
の
和
傘
の
歴
史
も
資
料
と
し
て
残

せ
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
和
傘
は
こ
の
国
か
ら
無
く
な
る

寸
前
で
す
。
知
恵
や
技
術
を
継
承
で
き

な
け
れ
ば
、
伝
統
文
化
は
こ
の
国
か
ら

無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

も
し
、
和
傘
に
関
係
す
る
物
が
ご
自

宅
に
有
り
ま
し
た
ら
教
え
て
い
た
だ
け

る
と
有
難
い
で
す
。

次
の
世
代
に
繋
ぎ
、
町
の
文
化
を
正

し
く
残
す
為
に
も
、
ぜ
ひ
お
力
を
お
貸

し
頂
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

だ
ん
だ
ん
涼
し
く
な
り
ま
し
た

ね
、
皆
さ
ん
お
元
気
で
す
か
。

平
成
最
後
の
夏
は
私
に
と
っ
て
、

特
別
な
意
味
が
あ
る
の
で
す
。
な

ぜ
か
と
言
う
と
、
初
め
て
日
本
の

暑
さ
を
体
験
し
、
阿
波
踊
り
の
魅

力
も
味
わ
い
、
そ
し
て
豪
華
絢
爛

な
花
火
も
観
る
こ
と
が
で
き
た
か

ら
で
す
。

徳
島
へ
来
る
前
に
、「
徳
島
の
阿

波
踊
り
は
全
国
的
に
有
名
な
盆
踊

り
で
す
よ
。」
と
日
本
人
の
方
か
ら

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
阿
波
踊

り
っ
て
、
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の

な
の
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調

べ
て
み
ま
し
た
。
日
本
三
大
盆
踊

り
に
は
阿
波
踊
り
・
秋
田
県
の
西

馬
音
内
の
盆
踊
り
・
岐
阜
県
の
郡

上
お
ど
り
が
あ
り
、
特
に
徳
島
の

阿
波
踊
り
は
全
国
的
な
知
名
度
を

持
つ
国
内
最
大
規
模
の
盆
踊
り
と

し
て
有
名
で
す
。
阿
波
踊
り
は
日

本
三
大
盆
踊
り
や
四
国
三
大
祭
り

の
代
表
的
な
存
在
で
、
約
四
百
年

の
歴
史
を
持
つ
日
本
の
伝
統
芸
能

の
ひ
と
つ
で
す
。
こ
う
い
う
昔
か

ら
伝
え
ら
れ
て
き
た
伝
統
芸
能
を

大
切
に
し
な
が
ら
発
展
し
て
行
く

こ
と
に
感
心
し
ま
し
た
。

私
は
徳
島
市
役
所
前
演
舞
場
で
、

素
晴
ら
し
い
阿
波
踊
り
を
見
ま
し

た
。
白
髪
の
お
年
寄
り
か
ら
、
可

愛
い
子
供
ま
で
、
み
ん
な
阿
波
踊

り
の
衣
装
と
飾
り
で
、
和
太
鼓
や

三
味
線
な
ど
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ

て
踊
っ
て
い
ま
し
た
。
阿
波
踊
り

に
は
、「
性
別
差
」
も
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。
な
ぜ
か
と
言
う
と
、
ま

ず
は
服
装
や
飾
り
の
区
別
で
す
。

女
性
の
服
装
は
赤
や
ピ
ン
ク
色
が

多
く
て
、
帽
子
の
よ
う
な
編
み
笠

も
あ
り
ま
す
。
男
性
の
服
装
は
青

い
も
の
が
多
く
て
、
編
み
笠
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
女
性
の
踊

り
は
優
雅
で
、
男
性
の
踊
り
は
豪

快
で
力
強
い
感
じ
が
し
ま
し
た
。

日
本
人
だ
け
で
な
く
、
外
国
人
の

踊
り
子
の
姿
も
よ
く
見
ら
れ
ま
し

た
。
一
番
感
動
し
た
の
は
目
や
体

の
不
自
由
な
方
も
他
人
の
助
け
で

笑
顔
で
踊
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。

脇
町
花
火
大
会
に
も
参
加
し
ま

し
た
。
私
は
友
人
に
誘
わ
れ
て
、

浴
衣
を
着
て
、
初
め
て
花
火
大
会

を
体
験
で
き
て
、
す
ご
く
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
花
火
は
綺
麗
な
美

馬
の
夜
空
を
飾
り
、
い
ろ
ん
な
不

思
議
な
形
で
光
の
世
界
を
作
り
ま

し
た
。
家
族
連
れ
や
友
達
同
士
等
、

花
火
を
見
て
い
る
人
た
ち
は
、
み

ん
な
楽
し
そ
う
な
顔
を
し
て
い
ま

し
た
。
花
火
大
会
の
と
き
、
六
月

に
訪
問
し
た
学
校
の
学
生
さ
ん
に

中
国
語
で
挨
拶
さ
れ
て
、
す
ご
く

感
動
し
ま
し
た
。
高
く
て
澄
ん
だ

夜
空
に
映
っ
て
い
た
花
火
と
浴
衣

姿
の
皆
さ
ん
は
美
馬
の
夏
の
一
風

景
と
し
て
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

地域おこし協力隊員 小林 修

懐かしい夏

国際交流員レポート

張
チョウ

曙薇さん
ショビ

番傘製作講座の際
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「
い
っ
た
い
ど
こ
の
何
が
違
う
の
だ
ろ

う
か
」。
平
帽
子
野
菜
生
産
組
合
の
組
合

長
、
藤
岡
正
安
さ
ん
（
36
歳
）
の
事
前
の

話
し
を
聞
き
、
会
員
の
お
一
人
、
森
中
馨

さ
ん
の
畑
に
行
っ
て
は
じ
め
て
そ
の
ワ
ケ

を
知
り
ま
し
た
。
野
菜
を
育
て
る
土
壌
が

半
端
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
で
す
。
化
学
肥
料

を
使
わ
ず
、
茅
（
か
や
）
と
枯
れ
葉
を
ふ

ん
だ
ん
に
土
に
盛
り
込
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
れ
も
１
年
や
２
年
の
積
み
重
ね
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
数
十
年
こ
の
方
法
で
土
壌
づ

く
り
を
行
っ
て
き
た
と
言
い
ま
す
。
だ
か

ら
柔
ら
か
く
、
同
氏
が
さ
り
げ
な
く
畝
に

手
を
差
し
込
む
と
吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
に

手
首
ま
で
沈
ん
で
い
く
の
を
知
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
土
で
培
わ
れ
た
平
帽
子
の
野
菜

が
美
味
し
く
な
い
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。

「
人
口
減
で
ピ
ー
ク
時
と
比
べ
る
と
生
産

数
は
減
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
今
も
週
３

回
、
ト
ラ
ッ
ク
満
杯
に
野
菜
を
積
み
込
み
、

徳
島
や
小
松
島
の
中
央
卸
売
市
場
に
運
ん

で
い
ま
す
。
市
場
は
い
つ
も
大
変
喜
ん
で

く
れ
、
そ
れ
が
何
よ
り
や
り
が
い
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。」
と
誇
ら
し
げ
な
笑
み
で

同
会
長
。
洗
練
さ
れ
た
土
壌
で
培
わ
れ
た

平
帽
子
の
野
菜
の
ち
が
い
を
謳
っ
て
い
ま

し
た
。

た
だ
、
そ
ん
な
同
地
で
も
農
業
従
事
者

の
減
少
は
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
が
高
齢
者
中
心

で
、
耕
作
放
棄
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
て

い
る
の
で
す
。

そ
ん
な
中
、
同
地
の
未
来
に
光
を
さ
す

出
来
事
が
舞
い
込
ん
で
き
ま
し
た
。
藤
岡

会
長
の
お
姉
さ
ま
・
黒
川
め
ぐ
み
さ
ん
と

ご
主
人
・
保
浩
さ
ん
ご
夫
婦
が
香
川
県
牟

礼
町
か
ら
や
っ
て
き
て
農
業
法
人
・
株
式

会
社

C
o
l
o
r
f
u
l

を
４
月
に
起
ち
上
げ
た

の
で
す
。
地
元
の
農
地
を
借
り
受
け
、
生

産
か
ら
販
売
ま
で
一
手
に
引
き
受
け
、
盛

り
立
て
て
い
こ
う
と
い
う
趣
旨
の
企
業
で
、

将
来
は
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
や
農
家
民
宿
の

開
設
も
め
ざ
し
て
い
る
と
言
い
ま
す
。

幸
い
に
も
、
こ
こ
平
帽
子
地
区
は
世
界

農
業
遺
産
認
定
の
傾
斜
地
農
法
の
象
徴
的

な
エ
リ
ア
。
勢
い
に
乗
じ
、
長
年
培
っ
て

き
た
自
慢
の
有
機
土
壌
と
新
た
な
担
い
手

の
チ
カ
ラ
で
次
代
を
切
り
開
く
チ
ャ
ン
ス

を
迎
え
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

ひとクラス上、の傾斜地農法。
自慢の有機土壌で美味しさを運び続けています。

集落支援員 山本 芳明 坂東 美智子

平帽子野菜生産組合
組合長・藤岡 正安（組合員数・７軒）

近
畿
美
馬
市

ふ
る
さ
と
会
コ
ー
ナ
ー

近
畿
美
馬
市
ふ
る
さ
と
会
定
期
総
会
及
び

懇
親
交
流
会
を
開
催
し
ま
す

●
日
時

11
月
11

24
日
（
土
）

午
前
11
時
か
ら

●
場
所

太
閤
園（
大
阪
市
都
島
区
網
島
町
）

総
会
後
に
は
、
懇
親
交
流
会
が
行
わ
れ
、

会
員
同
士
の
親
睦
や
美
馬
市
と
の
交
流
が

図
れ
る
よ
う
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
員

の
皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
参
加

し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

徳
島
県
人
会
の
功
労
者
と
し
て
近
畿
美
馬
市

ふ
る
さ
と
会
の
２
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

９
月
９
日
（
日
）、
18
徳
島
県
人
会
近
畿

連
合
会
定
期
総
会
と
県
人
の
集
い
が
大
阪

市
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
オ
タ
ニ
大
阪
で
開

催
さ
れ
、
近
畿
美
馬
市
ふ
る
さ
と
会
か
ら

は
、
17
人
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

定
期
総
会
で
は
、
県
人
会
の
発
展
の
た

め
に
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
活
動
と
功
績

が
称
え
ら
れ
、
近
畿
美
馬
市
ふ
る
さ
と
会

役
員
の
森
將
浩
さ
ん
（
会
計
監
査
）
と
三

宅
香
代
子
さ
ん
（
理
事
）
が
功
労
者
と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

問

近
畿
美
馬
市
ふ
る
さ
と
会
事
務
局

（
ふ
る
さ
と
振
興
課
内
）

緯
５
２

－

８
０
０
９

左から組合長の藤岡正安さん、お父さんの
藤岡伊和夫さん、お姉さんご夫妻

三宅香代子さん
（理事）

森將浩さん
（会計監査）
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☆「みま歴史散歩～明治維新とふれあう歩き旅～」
今年は明治元年から150年。幕末に活躍した勤王志士

が美馬市にもいたことを皆さんはご存知でしょうか。美
馬市出身の勤王志士ゆかりの地などをガイドさんに案内
していただきます。図書館から長岡家住宅までの道のり
に点在する史跡を巡り、歴史や文化を感じませんか？
日 時 10月21日（日） 午前10時～正午
集合場所 おはなしのハコ
対 象 小学校高学年～一般
定 員 20名（要申込・先着順）
参 加 費 無料
案 内 人 脇町・うだつの町並みボランティアガイド

連絡会

☆「ハロウィンパーティーin美馬市立図書館」
読み聞かせやハロウィンにまつわる○×クイズなど
楽しい催し物をご用意しています。親子そろってご参加
ください♪
日 時 10月27日（土） 午後２時～３時
場 所 おはなしのハコ
対 象 幼児～小学生（※幼児は保護者同伴）
定 員 30名（要申込・先着順）
参加費 無料

☆みましりつとしょかん将棋サロン
毎週第１・３日曜、将棋サロンを開催しています。参
加者同士で楽しく練習対局ができます。将棋好きの友人
を見つける交流の場所としてもご活用ください。
子どもから大人まで、どなたでも参加いただけます。
日 時 10月21日、11月４日・18日 午後２時～５時
場 所 おはなしのハコ
対 象 小学生～一般
参加費 無料
※申込み不要です。直接会場までお越しください。

☆出張図書館（広域サービス）
図書館では、木屋平地区への広域サービスを行ってい
ます。利用カードの発行や本の貸出・返却などが出来ま
すので、ぜひ、お越しください。
日程 10月18日（木）
時間 正午～午後２時
場所 美馬市木屋平総合支所３階図書室

☆「絵本であそぼ！０・１・２ 赤ちゃんのための
おはなし会」
本を通して親子のコミュニケーションを楽しみましょ
う♪読み聞かせや手遊び、おすすめ絵本を紹介します。
図書館は初めてという方も大歓迎！ぜひご参加ください
日 時 １０月２４日（水） 午前１０時３０分～１１時
場 所 おはなしのハコ
対 象 乳幼児とその保護者
※申込み不要です。直接会場までお越しください。

☆おはなし会
毎月第２・４土曜日、ボランティアグループやスタッ
フによるおはなし会♪絵本や紙芝居など楽しいお話が
いっぱい。ぜひお越しください。
10月13日、11月10日（土） 午後２時～２時30分

☆美馬和傘の展示
図書館エントランスにて、美馬和傘製作集団と美馬市
地域おこし協力隊による、美馬和傘とランプシェードの
展示を行っています。ぜひ、ご覧ください。
期 間 11月４日（日）まで
場 所 美馬市立図書館 エントランス
時 間 午前９時～午後７時（図書館開館日）
展示協力 美馬和傘製作集団 田付 夕美子さん

美馬市地域おこし協力隊 江本 恵さん

☆「中山七里トーク＆ミニコンサート」
推理小説家・中山七里氏と鳴門
教育大学・森正教授を迎え、小説
や音楽に関するトークとコンサー
トを予定しています。
入場無料ですので、ぜひご参加
ください♪
日 時 10月20日（土）

午後２時開演
（午後１時30分開場）

場 所 美馬市地域交流センター
市民ホール

入場料 無料
お問い合わせ
美馬市地域交流センター緯53-1102
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平成30年度第３回 市営住宅入居申込みのお知らせ

美馬市では、市営住宅入居申し込みの受付を行っています。ご希望の方は、申込資格や優遇措置、必要

書類について建設課へ確認のうえ、お申し込みください。

●受付期限 １０月１９日（金）まで（土日祝を除く）

●受付場所 建設課 経済建設課

●選考方法 応募者多数の場合、抽選（※随時募集のみ先着順）

■公営住宅（優先・一般公募住宅）

トイレ駐車場風呂間取り階数所 在 地団 地 名

水洗有無３ＤＫ１階穴吹町三島字舞中島670番地1中島団地（第１棟）

水洗有無３ＤＫ４階穴吹町三島字舞中島670番地1中島団地（第３棟）

水洗有有３ＤＫ２階穴吹町三島字舞中島1936番地2大 原 第 １ 団 地

水洗有有３ＤＫ１階脇町字拝原2783番地2東部第２団地（第２棟）

水洗有無３ＤＫ２階脇町大字北庄444番地1北庄団地（第１棟）

水洗有無３ＤＫ３階脇町大字北庄444番地1北庄団地（第１棟）

水洗有無３ＤＫ２階脇町大字北庄444番地1北庄団地（第３棟）

水洗有有３ＤＫ２階美馬町字ナロヲ30番地ナ ロ ヲ 第 １ 団 地

水洗有有３ＤＫ３階美馬町字ナロヲ30番地ナ ロ ヲ 第 １ 団 地

●随時募集について

市営住宅については、一部の団地に限り、「随時募集住宅」として受付期間を限定しないで申し込みを

受け付けます。(土日祝日は除く）

【問】建設課（住宅管理担当） 緯５２－５６１２
木屋平総合支所経済建設課緯６８－２１１３

トイレ駐車場風呂間取り階数所 在 地団 地 名

水洗有無３ＤＫ２階穴吹町三島字舞中島673番地2中島団地 (第 5棟 )

水洗有無３ＤＫ１階脇町別所3512番地1別 所 団 地

※風呂無し表示については、浴槽・ボイラーが自己負担となります。

※風呂無し表示については、浴槽・ボイラーが自己負担となります。

■特公賃団地

トイレ駐車場風呂間取り階数所 在 地団 地 名

水洗有有３ＤＫ１階木屋平字小日浦54番地1三 ツ 木 団 地

水洗有有３ＤＫ１階木屋平字川井187番地2川 井 銀 杏 団 地

トイレ駐車場風呂間取り階数所 在 地団 地 名

水洗有有３ＤＫ１階木屋平字弓道308番地弓 道 団 地

■定住促進団地
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平日、日曜日開 所 日

午前９時３０分から午後６時まで開所時間

土曜日、祝日、年末年始
（１２月２９日から翌年１月３日まで）

閉 所 日

脇町市民サービスセンター（脇町庁舎窓口）は
美馬市地域交流センター（旧パルシー）内へ移転しています！

脇町市民サービスセンターの開所日時

※日曜日が祝日の場合は、日曜日に開所し、翌日

の振替休日を閉所します。

※市役所担当課での処理や他市町村への照会が必

要となる業務は、対応できない場合があります。

【問】脇町市民サービスセンター緯５２－５６００

【問】自衛隊地方協力本部 三好出張所緯０８８３－７２－０４８９

平成30年度 自衛官等募集のお知らせについて

試験期日受付期間（締切日必着）資格募集種目

受付時にお知らせします。年間を通じて行っています。
18歳以上
33歳未満の者

男子
自衛官候補生

女子

第１次試験
平成3１年1月19日
第２次試験
平成3１年2月1日～4日

平成30年11月1日～
平成31年 1月7日

15歳以上
17歳未満の者

男子
陸上自衛隊

高等工科学校生徒

※平成30年度の募集について詳しくは、自衛官募集ホームページ（検索 徳島地本）をご覧ください。

●「高次脳機能障害」とは･･･ 脳の病気(脳出血・脳腫瘍など)や事故などの後遺症で、これまででき

ていたことができなくなったり能力が低下してしまったりする障がいです。

身体の障がいは目立たないのに、高次脳機能障害のために、学習や仕事、生活が困難になってしまう

ことがあります。

●高次脳機能障害の症状の一例

煙新しいことが覚えられない 煙集中できない
煙手順が理解できない 煙時間どおりに行動できない
症状には個人差があり、外見からは分かりにくいことも特徴です。

また、本人は症状に気づきにくいため、周囲の理解や支援が必要です。

●相談先 ＜徳島県高次脳機能障害中核支援施設＞ 徳島大学病院 高次脳機能障害支援センター

＜県西地域関連協力施設＞ ホウエツ病院、鴨島病院

【問】美馬保健所 健康増進担当緯５２－１０１８

知っていますか？ 『高次脳機能障害』
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お
知
ら
せ

で
は
、
障
が
い
や
発
達
課
題
の

あ
る
お
子
さ
ん
の
子
育
て
期
か

ら
就
労
期
ま
で
を
対
象
と
し
た

サ
ー
ビ
ス
や
制
度
、
相
談
窓
口

な
ど
を
ま
と
め
た
「
こ
ど
も
版
障

が
い
福
祉
の
し
お
り
」
を
作
成
し

ま
し
た
。

「
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
。」

「
困
っ
て
い
る
こ
と
を
相
談
し
た

い
。」
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

こ
の
し
お
り
を
ご
活
用
い
た
だ

き
、
各
窓
口
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
美
馬
市
・
つ
る
ぎ
町
障
が
い
者

自
立
支
援
協
議
会
と
は
？

障
が
い
者
の
地
域
で
自
立

し
た
豊
か
な
暮
ら
し
を
実
現

す
る
た
め
に
、
相
談
支
援
事

業
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の

障
が
い
福
祉
に
関
す
る
シ
ス

テ
ム
づ
く
り
に
関
し
、
中
核

的
な
役
割
を
果
た
す
定
期
的

な
協
議
の
場
と
し
て
、
美
馬

市
・
つ
る
ぎ
町
が
合
同
で
設
置

し
ま
し
た
。

し
お
り
に
つ
い
て
は
、
美
馬

市
・
つ
る
ぎ
町
障
が
い
者
自
立
支

援
協
議
会
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
内
も
し
く

は
ご
覧
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
ア
ク

セ
ス
し
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問

美
馬
市
・
つ
る
ぎ
町
障
が
い
者

自
立
支
援
協
議
会
子
ど
も
部

会
事
務
局

相
談
支
援
セ
ン

タ
ー

イ
ノ
セ
ン
ト

緯
５
３－

３
３
０
０

長
寿
・
障
が
い
福
祉
課

緯
５
２－

５
６
１
４

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
及
び

編
入
申
出
の
受
付
に
つ
い
て

本
年
度
２
回
目
の
変
更
申
出

※
預
貯
金
残
高
の
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

問

保
険
健
康
課
（
保
険
年
金
担
当
）

緯
５
２

－

５
６
０
１

公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
処

理
施
設
使
用
料
の
口
座
振
替
日

と
納
期
限
（
平
成
30
年
度
８
･
９

月
分
）

▼
口
座
振
替
日

10
月
10

22
日
（
月
）

▼
納
期
限
（
納
付
書
）

10
月
10

31
日
（
水
）

▼
再
振
替
日

11
月
11

12
日
（
月
）

※
預
貯
金
残
高
の
確
認
及
び
納

期
内
納
付
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問

環
境
下
水
道
課

緯
５
２

－

８
０
２
０

犬
の
登
録
に
つ
い
て

飼
い
犬
は
生
涯
に
一
度
登
録

を
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
犬
を
飼
育

さ
れ
て
い
る
方
は
登
録
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
登

録
し
た
犬
が
亡
く
な
っ
た
時
は

死
亡
の
届
出
、
飼
い
主
や
住
所

な
ど
が
変
わ
っ
た
時
は
登
録
の

変
更
を
届
け
出
る
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
該
当
さ

れ
る
方
は
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
受
付
窓
口

環
境
下
水
道
課
、
木
屋
平
総

合
支
所

問

環
境
下
水
道
課
（
環
境
担
当
）

緯
５
２

－

８
０
２
０

「
こ
ど
も
版
障
が
い
福
祉
の
し
お

り
」
を
作
成
し
ま
し
た

美
馬
市
・
つ
る
ぎ
町
障
が
い
者

自
立
支
援
協
議
会
子
ど
も
部
会

平
成
30
年
度
国
民
健
康
保
険
税

第
４
期
、
市
県
民
税
第
３
期
の

納
期
限
に
つ
い
て

納
付
書
で
納
付
さ
れ
る
方

▼
納
期
限

10
月
10

31
日
（
水
）

※
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方

▼
引
き
落
と
し
日

10
月
10

31
日
（
水
）

※
預
貯
金
残
高
の
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
納
付
場
所

阿
波
銀
行
、
美
馬
農
業
協
同

組
合
、
徳
島
銀
行
、
四
国
銀
行
、

み
ず
ほ
銀
行
（
徳
島
支
店
）、

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
（
四

国
内
）、
会
計
課
、
各
市
民

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
木
屋

平
総
合
支
所

問

税
務
課
（
徴
収
担
当
）

緯
５
２

－

５
６
０
３

平
成
30
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
第
３
期
の
納
期
限
に
つ

い
て

納
付
書
で
納
付
さ
れ
る
方

▼
納
期
限

10
月
10

31
日
（
水
）

▼
納
付
場
所

阿
波
銀
行
、
美
馬
農
業
協
同

組
合
、
徳
島
銀
行
、
四
国
銀
行
、

み
ず
ほ
銀
行
（
徳
島
支
店
）、

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
（
四

国
内
）、
会
計
課
、
各
庁
舎
・

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
窓

口
※
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方

▼
引
き
落
と
し
日

10
月
10

31
日
（
水
）

の
受
付
を
11
月
に
お
こ
な
い
ま

す
。農

用
地
区
域
内
の
農
地
を
、

農
地
以
外
に
利
用
す
る
場
合
は
、

農
業
委
員
会
へ
転
用
の
申
請
を

す
る
前
に
、
農
用
地
区
域
か
ら

除
外
す
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。

農
地
以
外
に
利
用
す
る
例
と

し
て
は
、
住
宅
、
資
材
置
場
、
駐

車
場
、
倉
庫
、
太
陽
光
発
電
等
の

施
設
用
地
、
植
林
（
山
林
へ
の
転

用
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
農
地
以
外
に
利
用
さ
れ
る

方
は
、
変
更
申
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
農
用
地
区
域
へ
の
編

入
を
希
望
さ
れ
る
方
も
同
様
に

手
続
き
が
必
要
で
す
。

▼
受
付
期
間

11
月
１
日
（
木
）
～

11
月
11

30
日
（
金
）

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

午
前
８
時
30
～

午
後
５
時
15
分

▼
申
出
書
類

農
林
課
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問

農
林
課
緯
５
２

－

５
６
０
９

『
農
業
日
誌
』『
フ
ァ
ミ
リ
ー
日

誌
』『
新
農
家
暦
』
の
購
入
予
約

案
内平

成
31
年
版
の
農
業
日
誌
・

フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌
・
新
農
家
暦
が

発
行
さ
れ
ま
す
。

10
月
10

30
日
（
火
）
ま
で
に
予
約

お
申
込
い
た
だ
き
ま
す
と
、『
農

業
日
誌
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌
』
は

い
ず
れ
も
１
，
２
１
５
円
（
税
込

み
）、『
新
農
家
暦
』
は
４
１
６
円

（
税
込
み
）
に
て
購
入
可
能
で
す
。

購
入
ご
希
望
の
方
は
、
10
月

30
日
（
火
）
ま
で
に
、
農
林
課
へ
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さ
れ
た
高
校
生
等
を
対
象
に
自

動
車
普
通
（
準
中
型
）
運
転
免
許

取
得
に
か
か
る
教
習
料
金
を
助

成
し
ま
す
。

申
請
さ
れ
る
方
は
お
早
め
に

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

高
校
生
ま
た
は
高

校
卒
業
後
１
年
以
内

等

（
そ
の
他
、
対
象
要
件
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

▼
対
象
と
な
る
自
動
車
免
許

普
通
免
許
及
び
準
中
型
免
許

▼
申
請
期
限

平
成
31
年
３
月

31

15
日
（
金
）

助
成
額
等
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
問
い
合
わ
せ
先

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問

移
住
･
定
住
促
進
課

緯
５
２

－

８
１
２
９

緊
急
地
震
速
報
訓
練
実
施

災
害
時
に
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
（
J

－
A
L
E
R
T
）
か

ら
送
ら
れ
て
く
る
国
か
ら
の
緊

急
情
報
を
、
確
実
に
皆
さ
ん
へ

お
伝
え
す
る
た
め
、
市
内
で
緊

急
情
報
伝
達
手
段
の
試
験
を
行

い
ま
す
。

▼
日
時

11
月
１
日
（
木
）

午
前
10
時
頃

▼
手
段

①
音
声
告
知
端
末

②
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー

問

危
機
管
理
室

緯
５
２

－

１
６
７
７

10
月
１
日
か
ら
赤
い
羽
根
共
同

募
金
が
始
ま
り
ま
し
た

赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、
昭

和
22
年
に
は
じ
ま
り
、
昭
和

22

26

年
に
は
募
金
を
有
効
に
活
用
す

る
団
体
と
し
て
社
会
福
祉
協
議

会
が
設
立
さ
れ
、
生
活
困
窮
者
、

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
商
品
の

お
渡
し
は
、
11
月
中
旬
の
予
定

で
す
。

ま
た
、
申
込
締
め
切
り
後
の

問
い
合
わ
せ
先
は
、
一
般
財
団

法
人

農
林
統
計
協
会
緯
０
３

－

３
４
９
２

－

２
９
８
７
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問

農
林
課
緯
５
２

－

５
６
０
９

同
窓
会
の
開
催
補
助
を
知
っ
て

い
ま
す
か
？

美
馬
市
内
で
開
催
さ
れ
る
同

窓
会
に
お
い
て
、
市
外
在
住
者

の
内
ふ
る
さ
と
美
馬
フ
ァ
ン
倶

楽
部
会
員
の
参
加
人
数
に
応
じ

て
開
催
経
費
の
補
助
を
行
い
ま

す
。
対
象
と
な
る
同
窓
会
は
美

馬
市
内
の
同
一
の
学
校
単
位
の

も
の
で
あ
れ
ば
学
級
や
学
年
だ

け
で
な
く
学
校
全
体
や
部
活
動

で
の
開
催
も
含
ま
れ
ま
す
。

同
窓
会
の
開
催
を
予
定
さ
れ

て
い
る
方
は
、
市
外
の
方
へ
の

呼
び
か
け
や
制
度
の
利
用
を
是

非
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
期
限

平
成
31
年
３
月

31

15
日
（
金
）

▼
そ
の
他

同
窓
会
開
催
の
14

日
前
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

※
助
成
額
、
対
象
要
件
等
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問

移
住
･
定
住
促
進
課

緯
５
２

－
８
１
２
９

高
校
卒
業
後
に
就
職
さ
れ
る
方

の
美
馬
市
定
住
を
応
援
し
ま
す

美
馬
市
に
定
住
し
、
県
内
で

正
規
雇
用
と
し
て
内
定
（
就
職
）

障
が
い
者
、
母
子
父
子
、
保
育
所
、

子
ど
も
会
、
老
人
会
の
組
織
化
、

保
健
福
祉
活
動
、
地
域
の
組
織

化
、
施
設
費
な
ど
、
地
域
福
祉
の

充
実
の
た
め
に
配
分
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

現
在
は
先
駆
的
・
開
発
的
な
事

業
と
し
て
、
老
人
福
祉
活
動
費
、

福
祉
育
成
・
援
助
活
動
費
、
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
事
業
費
、

地
域
福
祉
推
進
公
募
配
分
金
事

業
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
災
害
時
の
被
災
者
救

援
活
動
を
支
援
す
る
た
め
に
赤

い
羽
根
共
同
募
金
の
一
部
が
役

立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
、

一
層
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問

美
馬
市
社
会
福
祉
協
議
会

緯
５
３

－

７
４
３
２

『
社
協
会
員
会
費
』
の
納
入
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

（
会
員
募
集
推
進
期
間

10
月
１
日

～
10
月
10

31
日
）

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
だ
れ

も
が
尊
厳
を
も
っ
て
、
自
立
し

た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
の
で

き
る
地
域
福
祉
づ
く
り
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

小
地
域
で
の
住
民
主
体
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
や
、

住
民
参
加
型
の
在
宅
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
拡
大
な
ど
、
住
民
の

ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
た
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

『
社
協
会
員
会
費
』
は
、
地
域

福
祉
活
動
計
画
・
社
会
福
祉
大

会
・
自
主
防
災
組
織
活
動
助
成
・

ふ
れ
あ
い
福
祉
総
合
相
談
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
事
業
な
ど
に
、

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
迎
え
る
超
高
齢
社

会
の
中
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

偐
健
康
で
明
る
く
生
き
が
い
の
あ

る
生
活

僑
を
送
れ
る
よ
う
に
、

よ
り
多
く
の
人
が
会
員
と
な
り
、

会
費
納
入
に
ご
協
力
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

会
員
（
会
費
）
の
募
集
は
、
毎

年
10
月
を
会
員
募
集
推
進
期
間

と
し
、
福
祉
委
員
（
自
治
会
長
）

さ
ん
を
通
じ
て
、
全
世
帯
に
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

問

美
馬
市
社
会
福
祉
協
議
会

緯
５
３

－

７
４
３
２

年
金
事
務
所
で
代
理
人
が
申
請

や
相
談
を
す
る
と
き
は

代
理
人
が
年
金
事
務
所
で
申

請
や
相
談
を
す
る
場
合
は
、
本

人
の
委
任
状
が
必
要
で
す
。
特

に
指
定
さ
れ
た
様
式
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
次
の
項
目
を
記
入
し

た
任
意
の
用
紙
を
作
成
し
、
本

人
の
署
名
、
押
印
し
た
も
の
を

年
金
の
手
続
に
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

煙
委
任
状
の
作
成
年
月
日

煙
本
人
の
年
金
証
書
な
ど
に
記

載
さ
れ
て
い
る
基
礎
年
金
番

号
と
年
金
コ
ー
ド

煙
本
人
の
氏
名
、
住
所
、
生
年
月

日
煙
委
任
す
る
内
容

煙
代
理
人
の
氏
名
、
住
所

煙
本
人
と
の
関
係

※
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
委
任
状
の
様
式
を
入

手
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
手
続
に
は
代
理
人
の
本
人
確

認
の
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許

証
な
ど
）
も
必
要
で
す
。

問

阿
波
半
田
年
金
事
務
所

緯
６
２

－

５
３
５
０
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低
賃
金
が
次
の
と
お
り
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

時
間
額
7
4
0
円
→
7
6
6
円

問

煙
最
低
賃
金
に
つ
い
て

徳
島
労
働
局
労
働
基
準
部

賃
金
室

緯
０
８
８

－

６
５
２

－

９

１
６
５

煙
最
低
賃
金
の
改
正
に
伴
う

労
働
面
、
経
営
面
の
ご
相

談
や
業
務
改
善
助
成
金
に

つ
い
て

徳
島
県
働
き
方
改
革
推
進

支
援
セ
ン
タ
ー

緯
０
１
２
０

－

９
６
７

－

９
５
１

市
立
脇
町
図
書
館
児
童
図
書

コ
ー
ナ
ー
及
び
東
側
ギ
ャ
ラ

リ
ー
部
分
）

ご
存
知
で
す
か
？

法
定
相
続

情
報
証
明
制
度

本
制
度
は
、
相
続
手
続
き
の

簡
素
化
を
目
的
と
し
た
制
度
で

す
。戸

籍
な
ど
の
書
類
を
添
付
し

た
申
し
出
に
対
し
て
、
法
務
局

の
登
記
官
が
法
定
相
続
人
が
誰

で
あ
る
か
を
確
認
し
、
証
明
書

を
無
料
で
交
付
す
る
も
の
で
す
。

▼
メ
リ
ッ
ト

①
相
続
手
続
に
必
要
な
戸
籍
謄

本
の
束
が
た
っ
た
１
枚
の
紙

に
な
る
！

②
い
く
つ
も
あ
る
相
続
手
続
き

が
同
時
に
進
め
ら
れ
る
！

③
余
計
な
出
費
を
カ
ッ
ト
で
き

る
！

制
度
の
詳
し
い
内
容
は
、
法

務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問

徳
島
地
方
法
務
局

美
馬
支
局

緯
５
２

－

１
１
６
４

10
月
は
「
年
次
有
給
休
暇
取
得
促

進
期
間
」
で
す
！

事
業
所
で
働
い
て
い
る
従
業

員
な
ど
が
十
分
に
年
次
有
給
休

暇
の
取
得
が
出
来
る
よ
う
、
事

業
主
の
方
は
、
年
次
有
給
休
暇

の
計
画
的
付
与
制
度
の
導
入
を

検
討
し
ま
し
ょ
う
。

問

徳
島
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

緯
０
８
８

－

６
５
２

－

２
７

１
８

徳
島
県
最
低
賃
金
の
改
定

10
月
1
日
よ
り
、
徳
島
県
最

大
学
」
設
立
準
備
が
整
い
、
次
の

日
程
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

当
日
は
、
セ
レ
モ
ニ
ー
の
ほ

か
、
施
設
の
見
学
会
や
体
験
会

な
ど
が
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
関

心
の
あ
る
方
の
ご
来
場
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
日
時

10
月
10

28
日
（
日
）

午
前
10
時
～

▼
場
所

重
清
西
地
域
活
動
セ

ン
タ
ー
（
旧
重
清
西
小
学
校
）

▼
催
し

美
馬
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ

る
演
奏
披
露
、
模
擬
店
、
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
や
ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト

等
の
各
種
体
験
ツ
ア
ー
、
大
道

芸
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

等

▼
料
金

無
料

問

ア
ウ
ト
フ
ィ
ッ
ト
有
限
会
社

緯
０
８
８
３

－
７
７

－

４
３

５
５

情
報
通
信
関
連
産
業
誘
致
セ
ン

タ
ー
内
の
共
同
ス
ペ
ー
ス
利
用

開
始市

民
の
皆

さ
ん
が
休
憩

所
等
と
し
て

自
由
に
利
用

で
き
る
「
う

だ
つ
の
町
並

み
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ラ
ウ
ン

ジ
」
を
10
月

15
日
か
ら
開
放
し
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
利
用
時
間

平
日

午
前
10
時
～
午
後
５
時

▼
場
所

美
馬
市
情
報
関
連
産

業
誘
致
セ
ン
タ
ー
内
（
旧
美
馬

―
観
て
、
聞
い
て
、
触
れ
て
、

栽
培
し
て
、
健
康
に
―

身
近
な
薬
草
展

▼
日
時

10
月
10

27
日
（
土
）、

28
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

▼
場
所

株
式
会
社
河
野
メ
リ

ク
ロ
ン

煙
展
示
コ
ー
ナ
ー

各
地
の
主
要
な
薬
草
・
薬
木
、

数
10
種
類
の
薬
酒
・
果
酒
、
多
数

の
薬
茶
・
他

煙
販
売
コ
ー
ナ
ー

薬
草
・
薬
木
の
優
良
苗
・
健
康

茶
な
ど

煙
無
料
配
布
コ
ー
ナ
ー

苗
物
・
そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
品
多

数
あ
り
（
品
切
れ
の
可
能
性
有
）

煙
薬
草
栽
培
に
関
す
る
相
談

コ
ー
ナ
ー

煙
薬
草
加
工
コ
ー
ナ
ー

問

徳
島
県
薬
草
協
会
脇
町
支
部

緯
５
２

－

１
７
５
２

緯
５
２

－

０
０
７
２

旧
重
西
小
学
校
校
舎
を
再
利
用

～
大
人
の
学
校

「
悠
遊
大
学
」

開
校

～

昨
年
度
実
施
し
ま
し
た
「
美
馬

地
区
廃
校
施
設
利
活
用
事
業

事
業
者
提
案
の
募
集
」
に
応
募
い

た
だ
い
た
企
業
・
団
体
の
提
案
に

つ
い
て
、
美
馬
市
は
審
査
会
を

実
施
し
、
当
該
跡
地
利
用
協
議

会
を
通
じ
て
の
「
地
元
説
明
会
」

を
開
催
し
、
順
次
立
地
を
進
め

て
い
ま
す
。

そ
の
提
案
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

重
清
西
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
（
旧

重
清
西
小
学
校
）
の
利
活
用
を
計

画
し
て
い
た
「
ア
ウ
ト
フ
ィ
ッ
ト

（
有
）」
の
「
大
人
の
学
校

悠
遊

【
権
利
擁
護
支
援
者
養
成
研
修

（
基
礎
ス
テ
ッ
プ
１
）】
募
集
！

認
知
症
高
齢
者
や
知
的
障
が

い
者
、
精
神
障
が
い
者
な
ど
判

断
能
力
に
不
安
の
あ
る
方
が
安

心
し
て
安
全
に
自
分
ら
し
い
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

本
研
修
に
て
、
権
利
擁
護
活
動

や
仕
組
み
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ

て
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
誰
も

が
生
活
し
や
す
い
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。
市
民
後
見
人
・

法
人
後
見
支
援
員
・
日
常
生
活
自

立
支
援
事
業
生
活
支
援
員
等
、

権
利
擁
護
活
動
の
担
い
手
と
な

る
上
で
の
基
礎
と
な
る
部
分
で

す
。

▼
開
催
日
時

12
月
４
日
（
火
）・
６
日
（
木
）

の
２
日
間

午
前
９
時
50
分
～
午
後
４
時

50

30
分

募
集
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５
番
地
）

死f
u
r
u
s
a
t
o
@
m
i
m
a
.
i
-
t
o
k
u
s

hima.jp

▼
注
意
事
項

煙
１
人
各
部
門
１
作
品
ま
で
と

し
ま
す
。（
複
数
作
品
を
応
募

の
場
合
、
い
ず
れ
か
を
掲
載
）

煙
文
字
は
楷
書
と
し
、
漢
字
に

は
必
ず
ふ
り
が
な
を
付
け
て

く
だ
さ
い
。

問

ふ
る
さ
と
振
興
課

緯
５
２

－

８
０
０
９

▼
場
所

三
好
東
部
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
東
み
よ
し
町
昼
間
20

－

１
）

▼
対
象
者

地
域
福
祉
に
関
心

が
あ
り
、
権
利
擁
護
の
視
点

や
活
動
に
興
味
が
あ
る
方
（
一

般
の
方
）

２
日
間
す
べ
て
受
講
で
き
る

方
▼
定
員

45
名

※
そ
の
他
詳
細
は
、
徳
島
県
社

会
福
祉
協
議
会
・
美
馬
市
社
会

福
祉
協
議
会
ま
で
御
連
絡
く

だ
さ
い
。

問

美
馬
市
社
会
福
祉
協
議
会

地
域
福
祉
支
援
課

緯
５
２

－

０
５
１
９

緊
急
離
職
者
職
業
訓
練
対
策
事

業

訓
練
生
募
集

①
介
護
初
任
者
研
修
科

▼
日
程

12
月
３
日
（
月
）

～
平
成
31
年
３
月
１
日
（
金
）

▼
場
所

株
式
会
社
ニ
チ
イ
学

館

徳
島
支
店
鴨
島
教
室

▼
募
集
期
間

10
月
５
日（
金
）～

10

11
月
５
日（
月
）

▼
定
員

12
名
（
う
ち
１
名
は
母

子
家
庭
の
母
等
）

▼
受
講
料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

１
６
，
２
５
０
円
は
自
己
負
担
）

②
Ｉ
Ｔ
技
能
科

▼
日
程

12
月
５
日
（
水
）
～

平
成
31
年
３
月
４
日
（
月
）

▼
場
所

有
限
会
社
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル

脇
町
校

▼
募
集
期
間

10
月
10

17
日（
水
）～

10

17

11
月

10

17

11

14
日（
水
）

▼
定
員

15
名

▼
受
講
料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

６
，
９
１
２
円
は
自
己
負
担
）

問

徳
島
県
立
西
部
テ
ク
ノ
ス

ク
ー
ル

緯
６
２

－

３
０
９
７

と
く
し
ま
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
平

成
31
年
度

第
４
期
生
募
集

１
年
間
の
研
修
に
よ
り
、
林

業
の
現
場
で
即
戦
力
と
な
る
知

識
・
技
術
を
習
得
で
き
ま
す
。

▼
募
集
人
員

20
名
程
度

▼
募
集
期
限

平
成
31
年
１
月

31

25
日
ま
で

▼
試
験
日

（
第
２
回
）
平
成
30
年
30

11
月

30

11

11
日

（
第
３
回
）
平
成
31
年
２
月
３
日

※
合
格
者
が
定
員
に
達
し
た
場

合
、
そ
れ
以
降
の
試
験
は
実

施
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問

公
益
社
団
法
人

と
く
し
ま
森

林
づ
く
り
推
進
機
構

技
術
支

援
課

緯
０
８
８

－
６
３
５

－

７
８

１
２

「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募

集
」
～
い
つ
か
世
界
を
変
え
る
力

に
な
る
～

世
界
約
70
カ
国
・
千
を
超
え
る

仕
事
が
、
今
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
あ
な
た
の
技
術
・
経
験
を

開
発
途
上
国
で
生
か
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
現
地
の
人
々
と
協
働

し
な
が
ら
、
人
づ
く
り
、
国
づ
く

り
に
協
力
し
ま
す
。

▼
応
募
期
限

11
月
１
日
（
木
）
正
午
ま
で

※
原
則
ウ
ェ
ブ
応
募
と
な
り
ま
す

▼
応
募
資
格

【
青
年
海
外
協
力
隊
/
日
系
社
会

青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

生
年
月
日
が
１
９
７
８
年
11
月

２
日
か
ら
１
９
９
９
年
４
月
１
日

ま
で
の
日
本
国
籍
を
持
つ
方

【
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
/

日
系
社
会
シ
ニ
ア
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
】生

年
月
日
が
１
９
４
８
年
11
月

２
日
か
ら
１
９
７
８
年
11
月
１
日

ま
で
の
日
本
国
籍
を
持
つ
方

※
詳
し
く
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

参
照
く
だ
さ
い
。

問

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募

集
事
務
局

緯
０
３

－

６
７
３
４

－

１
２

４
２

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
四
国

緯
０
８
７

－

８
２
１

－

８
８

２
５

俳
句
・
短
歌
・
川
柳
を
募
集
し
ま

す
！市

民
の
皆
さ
ま
か
ら
、
短
歌

や
俳
句
、
川
柳
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
し
て
い
た
だ
い
た
作
品

は
、
市
広
報
紙
「
広
報
み
ま
」
１

月
号
で
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

日
常
で
、
皆
さ
ま
が
心
に
留

め
ら
れ
て
い
る
言
葉
の
数
々
を

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
に
さ
れ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▼
募
集
期
限

12
月
12

21
日
（
金
）

▼
記
載
事
項

作
品
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号

▼
応
募
方
法

応
募
先
へ
持
参

お
よ
び
郵
送
、
ま
た
は
電
子

メ
ー
ル

▼
応
募
先

美
馬
市
役
所
ふ
る

さ
と
振
興
課

（
〒
7
7
7

－

8
5
7
7

美

馬
市
穴
吹
町
穴
吹
字
九
反
地

開
催

～
人
が
憩
い
楽
し
む
森
へ
～

三
頭
ふ
れ
あ
い
の
森
づ
く
り
参

加
者
募
集

地
元
名
産
三
頭

そ
ば
・
お
に

ぎ
り
を
、
先
着
80
名
様
に
用
意

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
み
ど

り
の
会
の
皆
さ
ん
と
、「
草
景
盆

栽
」
の
制
作
体
験
を
楽
し
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

ご
家
族
・
お
友
達
等
と
、
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

11
月
11

11
日
（
日
）

午
前
９
時
～
11
時
11

30
分
頃
ま
で

（
小
雨
決
行
）

▼
場
所

美
馬
市
美
馬
町
三
頭

山

四
国
ハ
ン
グ
グ
ラ
イ

デ
ィ
ン
グ
サ
イ
ト
入
り
口

▼
内
容

枝
打
・
枝
払
等

間
伐

作
業

▼
申
込

事
前
申
込
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。（
当
日
現
地
受
付
）

▼
準
備
物

ナ
タ
・
の
こ
ぎ
り
等

お
持
ち
の
方
は
、
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

問

農
林
課
緯
５
２

－

５
６
０
９
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▼
料
金

無
料

▼
出
演
者

中
山
七
里
（
小
説

家
）、
森
正
（
鳴
門
教
育
大
学

教
授
）

な
ど

問

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
ミ
ラ
イ
ズ

緯
５
３

－

１
１
０
２

大
滝
山
麓
ハ
イ
キ
ン
グ

開
催

大
滝
山
周
辺
集
落
の
地
域
活

性
化
を
目
指
す
「
大
滝
山
麓
い
ご

い
ご
会
」
が
ハ
イ
キ
ン
グ
を
開
催

し
ま
す
。
紅
葉
の
田
尾
山
（
美

村
）・
広
棚
・
大
谷
で
、
各
集
落

の
花
の
里
に
咲
い
て
い
る
フ
ジ

バ
カ
マ
と
、
渡
り
蝶
ア
サ
ギ
マ

ダ
ラ
を
鑑
賞
、
撮
影
し
ま
し
ょ

う
。

▼
日
時

10
月
10

21
日
（
日
）

午
前
９
時
～

※
荒
天
時
中
止

▼
場
所

脇
町
デ
・
レ
イ
ケ
公
園

集
合

▼
準
備
物

昼
食
、
飲
み
物
、
雨

具
問

大
滝
山
麓
い
ご
い
ご
会
事
務

局
（
美
村
が
丘
）

緯
５
２

－

５
６
５
０

大
滝
山
麓
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

美
村
・
広
棚
・
大
谷
の
各
集
落

の
花
の
里
で
栽
培
さ
れ
て
い
る

フ
ジ
バ
カ
マ
と
、
渡
り
蝶
ア
サ

ギ
マ
ダ
ラ
を
被
写
体
に
し
た
風

景
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し

ま
す
。

▼
応
募
期
間

10
月
10

31
日
（
水
）
必
着

▼
作
品
テ
ー
マ

自
由
（
フ
ジ
バ

カ
マ
か
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
が
作

品
内
に
含
ま
れ
る
こ
と
）

▼
応
募
資
格

特
に
な
し

▼
応
募
方
法

①
Ａ
４
サ
イ
ズ
プ
リ
ン
ト

②
お
一
人
様
３
点
ま
で

③
作
品
裏
面
に
タ
イ
ト
ル
、

撮
影
地
、
撮
影
日
、
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
を
明
記

し
事
務
局
ま
で
郵
送
ま
た

は
持
参
（
※
応
募
作
品
は
原

則
と
し
て
返
却
し
な
い
）

▼
賞

大
滝
山
麓
い
ご
い
ご
会

会
員
に
よ
り
５
作
品
程
度
選
出
。

入
賞
者
に
は
地
元
の
特
産
品

贈
呈
。

▼
入
賞
作
品
発
表

11
月
11

18
日

（
日
）（
大
谷
直
売
所
に
て
作
品

の
掲
示
及
び
賞
の
発
表
、
賞

品
の
贈
呈
）

問

大
滝
山
麓
い
ご
い
ご
会
事
務

局
（
美
村
が
丘
）

緯
５
２

－

５
６
５
０

池
田
支
援
学
校
美
馬
分
校

第
５
回
文
化
祭

▼
日
時

10
月
10

27
日
（
土
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時

10
分

▼
場
所

池
田
支
援
学
校
美
馬

分
校

○
表
現
の
部
（
午
前
９
時
40
分
～
）

煙
美
馬
中
学
校
音
楽
部
演
奏

煙
美
馬
分
校
生
演
奏

そ
の
他

脇
町
高
校
書
道

部
、
白
水
連
阿
波
踊
り
、
四
国

大
学
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
、
和
の

会
踊
り

な
ど

○
バ
ザ
ー
（
午
前
11
時
11

30
分
～
）

○
催
し
物
（
正
午
～
）

煙
働
く
車
展
示
（
消
防
車
、
救
急

車
）
※
雨
天
時
中
止

煙
支
援
学
校
み
ま
カ
フ
ェ
（
午
後

12
時
12

30
分
～
）

煙
２
代
目
お
も
ち
ゃ
箱

影
絵

○
作
品
展
示
（
午
前
９
時
30
分
～
）

○
施
設
公
開
（
午
前
９
時
30
分
～
）

発
達
障
が
い
者
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
「
ア
イ
リ
ス
」

問

徳
島
県
立
池
田
支
援
学
校
美

馬
分
校

緯
５
５

－

２
２
３
７

地
域
連
携
の
会
～
絆
～
講
演
会

▼
日
時

10
月
10

27
日
（
土
）

午
前
10
時
10

30
分
～

▼
場
所

穴
吹
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー

▼
講
演

「
地
域
で
生
き
る
と
い

う
こ
と

～
人
生
の
最
終
段

階
を
考
え
る
～
」

▼
講
師

医
療
法
人
社
団

慈

風
会

在
宅
診
療
敬
二
郎
ク

リ
ニ
ッ
ク

三
宅
敬
二
郎

院
長

▼
注
意
事
項

事
前
に
申
し
込

み
が
必
要
で
す

問

地
域
連
携
の
会
～
絆
～
事
務
局

緯
５
２

－

１
０
９
５

在

宅

医

療

啓

発

の

た

め

の

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
８
in
美
馬

東
部

▼
日
時

10
月
10

28
日
（
日
）

午
後
１
時
～
（
受
付
）

▼
場
所

穴
吹
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
１
階

多
目
的

ホ
ー
ル

▼
講
演

「
人
生
の
ハ
ッ
ピ
ー
エ

ン
ド
を
迎
え
る
た
め
に
～
も

し
も
の
と
き
の
医
療
に
つ
い

て
～
」

▼
講
師

医
療
法
人
昭
和
の
杜

木
下
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

木
下

英
孝

院
長

問

美
馬
市
医
師
会

緯
６
３

－

２
０
２
６

普
通
救
命
講
習

開
催

普
通
救
命
講
習
と
は
、
救
急

隊
が
到
着
す
る
ま
で
に
、
心
肺

蘇
生
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）
の
取
扱
い
、
大
出
血
時

の
止
血
法
な
ど
の
応
急
手
当
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目

的
に
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時

11
月
11

17
日
（
土
）

午
前
９
時
～
12
時

▼
場
所

美
馬
市
消
防
署

２

Ｆ
大
会
議
室

▼
申
込
期
限

11
月
11

13
日
（
火
）

▼
講
習
料

無
料

▼
定
員

30
名

問

救
急
救
助
課

緯
５
２

－

３
０
６
１

特
別
展
「
郷
土
の
先
賢
た
ち

－

美

馬
の
大
先
輩

－

」
開
催
中

美
馬
市
立
図
書
館
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
で
特
別
展
「
郷
土
の
先
賢

た
ち

－

美
馬
の
大
先
輩
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
明
治
１
５
０
年

と
な
る
今
年
度
は
、
主
に
明
治

期
に
活
躍
し
た
、
岡
本
韋
庵
、
三

宅
舞
村
、
三
宅
速
な
ど
の
郷
土

の
先
賢
た
ち
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ

て
、
遺
品
や
作
品
な
ど
展
示
す

る
特
別
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

▼
開
催
期
間

10
月
10

28
日
（
金
）
ま
で

▼
料
金

無
料

中
山
七
里

ト
ー
ク
＆
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト

▼
日
時

10
月
10

20
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
開
場

▼
場
所

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

ミ
ラ
イ
ズ

市
民
ホ
ー
ル
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相談

日 時場 所内 容

毎週月曜日
午後２時～午後４時

三 島 会 館

総 合 案 内

毎週火曜日
午前９時30分～午前11時30分

美馬文化会館

毎週水曜日 午前10時～正午木屋平総合支所

奇数月第２水曜日は、つるぎの里

毎週木曜日
午前９時30分～午前11時30分

社会福祉協議会

毎週木曜日
午後２時～午後４時

宮内交流の里

毎月第３水曜日
午後１時～午後４時

社会福祉協議会
弁 護 士 相 談

（要予約）

毎月第１・４水曜日
午後１時～午後４時

社会福祉協議会
司 法 書 士 相 談

（要予約）

毎月第２水曜日
午後１時～午後４時

社会福祉協議会
土地家屋調査士相談

（要予約）

毎月第３木曜日
午前９時30分～午前11時30分

社会福祉協議会
結 婚 相 談

（要予約）

●暮らしサポートみま 問社会福祉協議会緯５３－７８３０ ●休日税務相談
問税務課（課税担当）
緯５２－５６０２
（徴収担当）
緯５２－５６０３

内容 市税についての相談
場所 税務課
日時 10月28日（日）

午前９時～午後４時
○必要なもの（代理人の場合は委任
状が必要）

▼納税について
煙収入が確認できる書類（給与明
細書 等）

煙支出を証明できる書類（各種
ローン明細 等）

煙預貯金通帳 煙生命保険証書等
煙印鑑

▼課税について
煙納税通知書または課税明細書



広報みま2018（平成30）年10月号 30

情報ボックス

●弁護士相談 問美馬文化会館緯６３－４６４６

日 時場 所内 容

11月７日（水）
午前11時～正午

美馬文化会館
離婚・相続・借金
などの生活相談

※予約制、２人まで。相談は無料。

日 時場 所内 容

11月14日（水）
午前９時～正午

地域交流センター
「 ミ ラ イ ズ 」

人権に関する
相 談

美馬文化会館

三 島 会 館

つ る ぎ の 里

●特設人権相談 問市民・人権課緯５２－８００１

●行政相談 問ふるさと振興課緯５２－８００９

日 時場 所内 容

第１金曜日
午前９時30分～正午

美馬町市民サービスセンター
102会議室

困ったこと、苦情や意見・要望
など

第２水曜日
午前９時～正午

つるぎの里（奇数月）

木屋平複合施設（偶数月）

第３火曜日
午前９時～正午

穴吹農村環境改善センター
会議室３

※脇町は相談員が随時
受け付け

●徳島県よろず支援拠点in美馬市 経営相談会

問・申徳島県よろず支援拠点緯０８８－６５４－０１０３ 思０８８－６５３－７９１０
死yorozu＠our-think.or.jp

企業応援課 緯５２－１２６３ 思５２－１２００
死kigyououen＠mima.i-tokushima.jp

日 時場 所内 容

10月24日（水）
午後２時～午後７時

穴吹農村環境改善センター
会議室３

煙経営相談
煙経営課題解決へのサポート

中小企業・小規模事業所の起業から商品開発、販路拡大、ＩＴのビジネス活用、事業継承などの経営

相談を無料で行う。※同会場にて、事業承継セミナーも実施。

※開催日当日の正午までに、電
話、ファクシミリまたは電子
メールにて予約申し込みを
行ってください。（予約優先）

●「あわ地域若者サポートステーション」相談ブース

問あわ地域若者サポートステーション緯０８８－６３７－７５５３

「働くこと」を希望している15歳～39歳までの若者を対象に、これからのことを一緒に考えます。子

どもの自立に悩むご家族の相談も実施しています。

日 時場 所内 容

10月29日（月）
午後１時～午後４時30分

ハローワーク美馬
「働くこと」を希望している若者
との相談

※事前予約制。
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美馬市人口統計 平成30年９月1日現在 （ ）内は前月比

人口（日本人）

人口（外国人）

29,188人（-62）

361人（000）

日本人男

外国人男

13,957人（-31）

126人（005）

世帯数 12,784（-13）日本人女

外国人女

15,231人（-31）

235人（-05）

お誕生

露口
康平
千春Q宮田 卓弥

た く や

土場
和朗
渚Q藤原昇士朗

しょうじろう

小星
祐揮
君江Q島田 颯真

そ う ま

常盤
亮介
実有希R緖方 結菜

ゆ な

宗ノ分
圭一郎
徳子Q川人 羽湊

う み

Q男の子
R女の子

渡内 光夫（77）

前田サトル（93）

長江 進（81）

岡田ミヨ子（89）

宮本 守（79）

藤本 一男（81）

三宅 芳美（75）

多田 定（83）

松浦 要（88）

藤本 清勝（85）

塩田 壽男（68）

山中 和雄（69）

戸島ヤスコ（86）

上田シズ子（91）

佐藤 本市（100）

住友 昭平（86）

渕名（１）

知野

沼田

太合奥

川原町脇

中上

馬木

上野

小長谷

釜の池

谷東

藤宇

西荒川

西山

金川

庄舞

松﨑 吉治（84）

藤本 勝（89）

藤島 明一（81）

吉成 隆義（70）

佐藤 榮子（88）

天毎木浪雄（94）

大野 八一（79）

佐和 麻子（93）

三笠 武夫（63）

三好 豊子（85）

長江 十一（88）

阿佐 英子（86）

石田 貴枝（91）

山本 菊子（88）

西 數雄（94）

芋穴２

宮北

蕨草

原

庄

谷口西

中上

野村東

古屋敷

平帽子東

沼田

西分

東分

清田上

中

平成30年8月1日～平成30年8月31日受付分（敬称略）

お く や み

谷口
大輔
沙織Q宮田 有

ゆう

西ノ久保
憲吾
こころR松尾せりな

伏飛
清
梢Q郡 光宏

みつひろ

東原
佳孝
朋代R後藤田 糸

いと

西成戸
友和
早苗R陽山夕愛空

ゆ あ ら

家庭用電気治療器の訪問販売 !
愚

寓

喰

隅

虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞

遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇
空 偶

ある日突然「どこか体の悪いところはないか」と

いう電話があり、「腰が痛い」と言うと、翌朝業者

が訪問してきた。マットに横になるだけで痛い腰

に効果があるという電気治療器の無料体験をした。

断り切れずに売買契約をしたが、後から考えると

購入代金が100万円と高額なのでやめたい。

●助言

煙必要のない商品の購入や自宅への不意な訪問

は、きっぱり断りましょう。

煙訪問販売で購入した商品は、契約書面を受け

取っていない場合や書面を受けとった日から

８日以内であればクーリングオフ（無条件解

約）ができます。

困ったときは速やかにご相談ください。
煙場所 地域交流センター1階 『相談のハコ』
煙相談時間 午前９時30分～午後４時

（土、祝、年末年始を除く）
【問】美馬地区消費生活センター緯５３－１５４１

◇◇◇ 消費者力講座のお知らせ ◇◇◇
『いきいきと自分らしく暮らす！

アクティブシニアの為の片付けセミナー』

講師 studio＋S スタジオプラスエス主宰

整理収納アドバイザー みなもと麻衣子さん

日時 １１月１４日（水）午後１時30分～午後３時

場所 美馬市地域交流センター「ミライズ」１階

活動のハコ

受講料 無料 ※事前予約制※

美馬地区消費生活センター緯５３－１５４１ま
でお電話ください。



小 児 救 急 医 療 当 番 医 一 覧
曜日電話番号病 院 名

金 ・ 土 ・ 日 ・ 月（半）６４-３１４５つ る ぎ 町 立 半 田 病 院

火・水・木（ただし時間帯により当直医が対応）0883-７２-１１３１徳 島 県 立 三 好 病 院

○時間 日曜日は午前９時から翌日午前９時まで。

それ以外は午後６時から翌日午前９時まで。

※つるぎ町立半田病院の時間外選定療養費について

は、事前に電話でお問い合わせください。

※当番医は都合により変更される場合があります。

ご了承ください。
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土金木水火月日

131210/11特別展「郷土の先賢たちー美馬の大先輩ー」～10/28（金）（P28）
ぐるっと美馬市ファミリークイズラリー 10/28（日）～（P13）
農用地区域除外及び編入申出受付期間 11/1（木）～（P24）
高齢者インフルエンザ予防接種 摂取期間 11/1（木）～（P8）
肺がん検診（胸部レントゲン車）巡回検診

11/1（木）、11/5（月）、11/6（火）（P9）
暮らしサポートみま（P29）

煙おはなし会（P20）

岡 内 科 病 院
緯（脇）５２-０９８８

成 田 病 院
緯（脇）５２-１２５８

としま小児科
緯（脇）５３-６０１１

20191817161514
煙「中山七里トー
ク＆ミニコン
サート」（20）

煙我が家のアイドル
募集締切（P21）

煙市営住宅入居申
込期限（P22）

煙出張図書館（P20）煙穴吹認定こども園
入園説明会（穴
吹保育所）（P10）

煙行政相談（穴吹）
（P30）

国 見 医 院
緯（穴）５２-１２４３

多田クリニック
緯（脇）５３-１７１７

おおた整形外科クリニック
緯（脇）５３-２５７６

桜 木 病 院
緯（脇）５２-２５８３

林クリニック
緯（脇）５２-１００１

脇町中央医院
緯（脇）５２-１５２９

つるぎ町立半田病院
緯（半）６４-３１４５

27262524232221
煙「ハロウィンパー
ティー」（P20）

煙身近な薬草展（P26）
煙池田支援学校美馬
分校文化祭（P28）

煙地域連携の会～
絆～講習会（P28）

煙穴吹認定こども園
入園説明会（三
島幼稚園）（P10）

煙「絵 本 で あ そ
ぼ！０・１・２赤
ちゃんのおはな
し会（P20）

煙徳島県よろず支
援拠点in美馬市
経営相談会（P30）

煙幼稚園入園申込書
受取開始（P11）

煙「みま歴史散歩
～明治維新とふ
れあう歩き旅
～」（P20）

煙将棋サロン（P20）
煙大滝山麓ハイキ
ング開催（P28）

谷 病 院
緯（貞）６２-２０５３

林 眼 科
緯（貞）６２-５０５５

永 尾 病 院
緯（貞）６２-２０１２

田 村 医 院
緯（貞）６２-５１６６

大 久 保 医 院
緯（半）６４-２０８８

平野整形外科
緯（穴）５３-８５３０

ホウエツ病院
緯（脇）５２-１０９５

３２11/131302928
煙美馬市文化祭
（P14）

煙行政相談（美馬）
（P30）

煙ブロック塀等撤
去促進事業補助
制度開始（P3）

煙緊急地震速報訓
練実施（P25）

煙JICAボランティ
ア募集期限（P27）

煙指定管理者募集
期限（P12）

煙世界農業遺産ロゴ
マーク募集期限（P13）

煙国保税、市民税
納期限（P24）

煙認定こども園等
入園申込受付（穴
吹）開始（P10）

煙幼稚園入園申込
書提出開始（P11）

煙「あわ地域若者
サポートステー
シ ョ ン」相 談
ブース（P30）

煙身近な薬草展（P26）
煙大人の学校「悠遊
大学」開校（P26）

煙在宅医療啓発のため
のフォーラム2018
in美馬東部（P28）

煙休日税務相談（P29）

ホ ウエツ病院
緯（脇）５２-１０９５

美馬リハビリテーション病院
緯（美）６３-２０２６

佐 々 木 医 院
緯（美）６３-２００１

木下内科循環器科
緯（美）６３-２２４５

木下（雅）医院
緯（美）６３-３１７１

武原外科整形外科医院
緯（半）６４-２１１１

つるぎ町立半田病院
緯（半）６４-３１４５

10９８７６５４
煙おはなし会（P20）
煙DIY体験イベント
（P12）

煙認定こども園等
入園申込受付
（脇町）（P10）

煙認定こども園等
入園申込受付
（木屋平）（P10）

煙広報みま12月号発行

煙認定こども園等
入園申込受付
（美馬）（P10）
煙弁護士相談（P30）

煙大集合はたらく車（P13）
煙将棋サロン（P20）
煙美馬和傘の展示（P20）

秦 眼 科
緯（脇）５２-３０１１

佐 藤 内 科
緯（脇）５２-１０４５

酒巻耳鼻咽喉科医院
緯（脇）５３-２５２５

西条産婦人科
緯（脇）５２-０９８８

岡 内 科 病 院
緯（脇）５２-０９８８

折 野 病 院
緯（美）６３-２５６９

つるぎ町立半田病院
緯（半）６４-３１４５

●お知らせ
●開催行事
●相談
●図書館イベント
●健（検）診

1514131211
煙特設人権相談（P30）
煙行政相談（つる
ぎの里）（P30）

煙消費者力講座（P31）

煙メンズ・レディー
ス健診（P8）

煙DIY体験イベント
（P12）
煙三頭ふれあいの
森づくり（P27）

成田クリニック
緯（脇）５５-０３２１

成 田 病 院
緯（脇）５２-１２５８

としま小児科
緯（脇）５３-６０１１

市橋内科医院
緯（脇）５３-８１０５

ホウエツ病院
緯（脇）５２-１０９５

$ 市民カレンダーM

救急医療当番医
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